
ー
爲
の
ー

ボ、

周

　
　
、
7

．
◎
・
蘇

外に出て春らしい日差しをいっばい

浴ぴながら遊ぶ子供たち

　　　　　　　　（松之山保育所）

⑭

無
、

　
癖
象

むらやまきよはるくん
おもちつき

蟹

太陽が出たと思ったら

　　　　　また雨になった

瀞の
－

、
㌔
“

　
　
　
・
’
　
　
　
几
裟

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
、
象
蓼
襲
難

讐
あいざわかおりさん

外で遊んでいるの

ひぐちゆうまくん
▼
2
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
　
　
（
2
日
ま
で
）

3
日
　
松
之
山
町
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
（
4
日
ま
で
）

10

日
　
浦
田
豪
雪
塾
（
1
2
日
ま
で
）

　
　
葛
飾
冒
険
学
校
（
1
2
日
ま

　
　
で
黒
倉
）

15

日
　
例
月
監
査

　
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
ふ
る
さ
と
創
生
審
査
会

17

日
　
選
挙
事
務
打
合
せ
会

18

日
　
衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

19

日
　
温
泉
委
員
会

　
　
体
育
協
会
理
事
会

25

日
　
各
地
区
ス
キ
ー
大
会

27

日
　
安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分

　
　
校
卒
業
式

　
　
議
会
運
営
委
員
会

28

日
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
3
月
の
予
定

2
日
　
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進

　
　
協
議
△
云

6
日
　
3
月
定
例
議
会
（
9
日
ま

　
　
で
の
予
｛
疋
）

14

日
　
松
之
山
・
浦
田
中
学
校
卒

　
　
業
式

24

日
　
町
内
各
小
学
校
卒
業
式

29

日
　
3
月
臨
時
議
会

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
二
月
中
は
、
雪
ら
し
い
雪
は
ほ

と
ん
ど
降
ら
ず
、
本
当
に
助
か
り

ま
し
た
。
囲
り
の
山
々
を
見
て
も
、

地
肌
の
黒
々
し
た
所
だ
け
が
目
に

つ
く
、
四
月
上
旬
く
ら
い
な
景
色

に
見
え
ま
す
。

　
も
う
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
天
ぷ
ら
が

食
卓
を
飾
る
ほ
ど
、
春
め
い
て
来

た
ん
で
す
ね
。

　
高
校
の
卒
業
式
も
終
わ
り
、
ま

た
若
者
が
松
之
山
か
ら
出
て
行
き

ま
す
。
全
部
と
言
わ
な
い
ま
で
も
、

せ
め
て
半
分
く
ら
い
地
元
に
残
れ

る
町
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

三
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
三
三
（
　
○
）

　
男
／
一
、
九
二
三
（
　
○
）

　
女
／
二
、
〇
一
〇
（
　
O
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
八
（
　
○
）

（
）
内
は
二
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
三
月
号

　
平
成
二
年
三
月
十
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
君
六
ー
三
一
三
一

　
編
集
／
議
会
事
務
局

広報
リラ）の

1ggo4月号（Nα170）

難lli

め、

ノ
》

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

．
．
逡
オ
」

！

’
酢

ニヒ曜閉庁日

日第4理
所
曜難助役

日
　
日

8
　
6

2
　
2

23日

14日

一12日
一　9日

月
月
月

4
　
5
　
6

皆さんの講髪お卿ます・

＿一

園
児
数
の
減
少
で
4
月
よ
り

休
園
す
る
事
に
な
っ
た
布
川

保
育
所
。
，

三
月
二
十
六
日
は
、
父
兄
や

地
区
の
方
々
が
大
勢
出
席
さ

れ
て
、
最
後
の
卒
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

き
り
ん
組
の
五
人
が
、
四
月

か
ら
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
．
一
年
生

に
な
り
ま
す
。
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②

平成2年度予算決定

24億8096万6千円！
　
新
年
度
予
算
を
主
に
審
議
す
る

三
月
定
例
議
会
が
、
六
日
か
ら
八

日
ま
で
の
三
日
間
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
事
項
を
含
む
十
八
の
議
案

が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
質
問

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
度
の
町
．
｝
般
会
計
の

予
算
額
は
、
二
四
億
八
、
〇
九
六

万
六
千
円
と
な
り
、
平
成
元
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
て
一
四
・
六
％

増
と
い
う
高
額
な
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
の
主

な
も
の
は
、
松
之
山
診
療
所
の
新

築
な
ど
目
玉
事
業
の
所
に
掲
げ
た

も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
が

一
四
億
一
千
万
円
と
な
り
歳
入
全

体
の
中
で
、
五
六
・
八
％
を
占
め

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
繰
入
金
が

二
億
三
千
万
円
と
大
き
な
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
“
ふ
る
さ

と
創
生
基
金
九
千
万
、
町
債
管
理

基
金
七
千
万
、
観
光
施
設
整
備
基

金
（
温
泉
セ
ン
タ
ー
）
四
千
万
円
”

な
ど
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
直
接
い
た

だ
い
て
い
る
町
税
は
、
一
億
八
、

六
七
二
万
円
あ
ま
り
で
、
全
収
入

の
七
．
五
％
を
占
め
て
お
り
ま
す

が
、
他
の
予
算
を
交
付
金
等
に
頼

る
厳
し
い
台
所
事
情
と
言
え
ま
す
。

　
歳
出
を
見
る
と
、
温
泉
セ
ン
タ

ー
の
新
築
が
あ
る
商
工
費
が
、
前

年
よ
り
一
番
の
伸
び
を
見
せ
て
い

る
ほ
か
、
教
員
住
宅
建
築
・
町
民

グ
ラ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施
設
・
町
史

の
刊
行
と
、
事
業
が
め
ま
ぐ
る
し

い
教
育
費
が
、
や
は
り
高
い
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
診
療
所
の
新

築
（
三
億
六
千
万
円
）
を
控
え
て

い
る
、
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

が
大
き
く
増
え
て
い
る
ほ
か
は
、

昨
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
条
例
関
係
で
は
、
消
防
団
員
の

手
当
が
四
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ

ら
れ
る
事
に
な
っ
た
り
、
ふ
る
さ

と
創
生
交
付
金
の
｝
部
を
、
高
齢

者
福
祉
対
策
基
金
と
し
て
積
み
立

て
る
事
な
ど
が
審
議
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

今年の目宝事業

o松之山診療所を新築

　　　　　　　　　　　　　　　3億6，000万円

○湯本温泉センター（共同浴場）新築

　　　　　　　　　　　　　　　1億5，200万円

○教員住宅を建設

　　　　　　　　　　　　　　　　5，500万円

o新しい温泉の掘削（ふるさと創生基金）

　　　　　　　　　　　　　　　　4，500万円

○町民グランドに照明施設（取付道路含）

　　　　　　　　　　　　　　　　3，800万円

o町史が今年度中に刊行（印刷代）

　　　　　　　　　　　　　　　　1，800万円

饗
、
ノ

妻

　鞍

嚢

灘
遥
酬

3月定例議会

平成2年度予算条例改正請願書の審議などが

行われた。一般質問は5人でした。

般
会
計
予
算
の
主
な
も
の

▼
総
務
費

。
役
場
庁
舎
一
階
事
務
室
改
造

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

。
役
場
屋
根
融
雪
ヒ
ー
タ
ー
取
付

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

。
宝
く
じ
還
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補

　
助
金
（
越
深
山
会
）
二
〇
〇
万
円

◎
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
費

。
新
温
泉
掘
削
工
事
（
湯
山
地
区
）

　
　
　
　
　
　
ど

　　町税
　　1億8，672万2千円
　　　　　　（7．5％）

　　繰入金
　　2億3，000万2千円
　　　　　　（9．3％）

　　使用料及び手数料な

∵澗
自
』5ざ

　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
万
円

。
高
齢
者
福
祉
対
策
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
万
円

▼
民
生
費

。
国
保
特
別
会
計
繰
出
し
他

　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
万
円

。
松
之
山
保
育
所
通
園
バ
ス
運
営

　
及
び
料
金
補
助
　
＝
二
五
万
円

。
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

齢

税
付
繍

　
り
交
o
o
覧

　
　
方
億

　
1
4

地

　
　
　
　
　
　
一
、
六
八
三
万
円

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出

　
金
一
、
七
七
八
万
円

。
直
営
診
療
所
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
七
、
○
○
○
万
円

。
成
人
病
予
防
事
業
な
ど
各
種
検

　
診
委
託
料
　
｝
、
六
四
七
万
円

▼
農
林
水
産
業
賛

。
東
頸
城
広
域
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

。
山
村
農
業
活
性
化
事
業
補
助
金

　
（
湯
之
島
）
　
　
七
一
二
万
円

。
大
厳
寺
高
原
整
備
事
業
（
水
道

地方譲与税その他

　　　　　6，074万円（2，4％

　県支出金
　　1億1，370万3千円
　　（4．6％）

1畿礁　　＼
　（4．7％）

∠鰍

　
改
良
工
事
）
　
　
六
五
〇
万
円

。
林
道
開
設
・
舗
装
工
事
（
牛
ケ

　
鼻
浦
田
線
外
）
五
、
五
一
九
万
円

。
県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成

　
金
一
、
○
O
O
万
円

。
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
六
四
五
万
円

。
団
体
営
農
道
整
備
事
業
（
田
麦

　
立
）
　
　
　
一
、
四
二
八
万
円

▼
商
工
費

。
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
（
共
同
浴

　
場
）
　
一
億
五
、
二
一
九
万
円

。
美
人
林
便
所
新
設
工
事

　
円
　
千
）

　
2
％

費
肪
」

　
3
3
2
5

務
乳
（

　
億
総
6

　　民生費その他
　　2億4，685万9千円（9．9％

衛生費

1野謝4研円／／コ

公　債　費
4億5，816万8千円
（18．5％）

鱗＼
商工費
2億2，213万6千円

（9．o％）／

　
　
　
　
円

　
　
　
費
汗
ー

　
　
　
　
万
％

　
　
　
育
0
7
2

　
　
　
　
」
凪

　
　
　
教
襯
ー

　
　
　
　
3

♂鯉
夢

爆

　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
万
円

・
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
万
円

▼
土
木
費

。
町
道
改
良
事
業
（
改
良
六
線
・

　
舗
装
三
線
）
八
、
三
七
二
万
円

。
町
道
特
改
事
業
（
改
良
二
線
・

　
舗
装
｝
線
）
九
、
一
〇
二
万
円

。
除
雪
委
託
料
三
、
〇
六
八
万
円

▼
消
防
費

。
防
火
水
槽
　
三
基
（
松
口
・
東

　
山
．
上
蝦
池
）
　
八
五
五
万
円

。
小
型
ポ
ン
プ
一
台
（
B
3
級
）

　
（
天
水
越
）
　
　
　
一
二
二
万
円

▼
教
育
費

・
松
山
寮
屋
根
改
造
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

。
教
員
住
宅
建
設
費

　
　
　
　
　
　
五
、
四
八
○
万
円

。
松
之
山
中
学
校
厨
房
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
○
万
円

。
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
工
事

　
　
　
　
　
　
三
、
九
七
七
万
円

。
町
史
印
刷
費
（
二
、
五
〇
〇
冊
）

　
　
　
　
　
　
一
、
七
九
二
万
円

▼
公
債
費

・
町
債
償
還
元
金
　
二
〇
〇
件

　
　
　
　
　
　
三
億
一
七
万
円

。
町
債
償
還
利
子
　
二
〇
八
件

　
　
　
　
一
億
五
、
七
九
八
万
円

●
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②

平成2年度予算決定

24億8096万6千円！
　
新
年
度
予
算
を
主
に
審
議
す
る

三
月
定
例
議
会
が
、
六
日
か
ら
八

日
ま
で
の
三
日
間
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
事
項
を
含
む
十
八
の
議
案

が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
質
問

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
度
の
町
．
｝
般
会
計
の

予
算
額
は
、
二
四
億
八
、
〇
九
六

万
六
千
円
と
な
り
、
平
成
元
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
て
一
四
・
六
％

増
と
い
う
高
額
な
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
の
主

な
も
の
は
、
松
之
山
診
療
所
の
新

築
な
ど
目
玉
事
業
の
所
に
掲
げ
た

も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
が

一
四
億
一
千
万
円
と
な
り
歳
入
全

体
の
中
で
、
五
六
・
八
％
を
占
め

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
繰
入
金
が

二
億
三
千
万
円
と
大
き
な
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
“
ふ
る
さ

と
創
生
基
金
九
千
万
、
町
債
管
理

基
金
七
千
万
、
観
光
施
設
整
備
基

金
（
温
泉
セ
ン
タ
ー
）
四
千
万
円
”

な
ど
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
直
接
い
た

だ
い
て
い
る
町
税
は
、
一
億
八
、

六
七
二
万
円
あ
ま
り
で
、
全
収
入

の
七
．
五
％
を
占
め
て
お
り
ま
す

が
、
他
の
予
算
を
交
付
金
等
に
頼

る
厳
し
い
台
所
事
情
と
言
え
ま
す
。

　
歳
出
を
見
る
と
、
温
泉
セ
ン
タ

ー
の
新
築
が
あ
る
商
工
費
が
、
前

年
よ
り
一
番
の
伸
び
を
見
せ
て
い

る
ほ
か
、
教
員
住
宅
建
築
・
町
民

グ
ラ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施
設
・
町
史

の
刊
行
と
、
事
業
が
め
ま
ぐ
る
し

い
教
育
費
が
、
や
は
り
高
い
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
診
療
所
の
新

築
（
三
億
六
千
万
円
）
を
控
え
て

い
る
、
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

が
大
き
く
増
え
て
い
る
ほ
か
は
、

昨
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
条
例
関
係
で
は
、
消
防
団
員
の

手
当
が
四
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ

ら
れ
る
事
に
な
っ
た
り
、
ふ
る
さ

と
創
生
交
付
金
の
｝
部
を
、
高
齢

者
福
祉
対
策
基
金
と
し
て
積
み
立

て
る
事
な
ど
が
審
議
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

今年の目宝事業

o松之山診療所を新築

　　　　　　　　　　　　　　　3億6，000万円

○湯本温泉センター（共同浴場）新築

　　　　　　　　　　　　　　　1億5，200万円

○教員住宅を建設

　　　　　　　　　　　　　　　　5，500万円

o新しい温泉の掘削（ふるさと創生基金）

　　　　　　　　　　　　　　　　4，500万円

○町民グランドに照明施設（取付道路含）

　　　　　　　　　　　　　　　　3，800万円

o町史が今年度中に刊行（印刷代）

　　　　　　　　　　　　　　　　1，800万円

饗
、
ノ

妻

　鞍

嚢

灘
遥
酬

3月定例議会

平成2年度予算条例改正請願書の審議などが

行われた。一般質問は5人でした。

般
会
計
予
算
の
主
な
も
の

▼
総
務
費

。
役
場
庁
舎
一
階
事
務
室
改
造

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

。
役
場
屋
根
融
雪
ヒ
ー
タ
ー
取
付

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

。
宝
く
じ
還
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補

　
助
金
（
越
深
山
会
）
二
〇
〇
万
円

◎
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
費

。
新
温
泉
掘
削
工
事
（
湯
山
地
区
）

　
　
　
　
　
　
ど

　　町税
　　1億8，672万2千円
　　　　　　（7．5％）

　　繰入金
　　2億3，000万2千円
　　　　　　（9．3％）

　　使用料及び手数料な

∵澗
自
』5ざ

　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
万
円

。
高
齢
者
福
祉
対
策
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
万
円

▼
民
生
費

。
国
保
特
別
会
計
繰
出
し
他

　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
万
円

。
松
之
山
保
育
所
通
園
バ
ス
運
営

　
及
び
料
金
補
助
　
＝
二
五
万
円

。
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

齢

税
付
繍

　
り
交
o
o
覧

　
　
方
億

　
1
4

地

　
　
　
　
　
　
一
、
六
八
三
万
円

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出

　
金
一
、
七
七
八
万
円

。
直
営
診
療
所
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
七
、
○
○
○
万
円

。
成
人
病
予
防
事
業
な
ど
各
種
検

　
診
委
託
料
　
｝
、
六
四
七
万
円

▼
農
林
水
産
業
賛

。
東
頸
城
広
域
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

。
山
村
農
業
活
性
化
事
業
補
助
金

　
（
湯
之
島
）
　
　
七
一
二
万
円

。
大
厳
寺
高
原
整
備
事
業
（
水
道

地方譲与税その他

　　　　　6，074万円（2，4％

　県支出金
　　1億1，370万3千円
　　（4．6％）

1畿礁　　＼
　（4．7％）

∠鰍

　
改
良
工
事
）
　
　
六
五
〇
万
円

。
林
道
開
設
・
舗
装
工
事
（
牛
ケ

　
鼻
浦
田
線
外
）
五
、
五
一
九
万
円

。
県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成

　
金
一
、
○
O
O
万
円

。
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
六
四
五
万
円

。
団
体
営
農
道
整
備
事
業
（
田
麦

　
立
）
　
　
　
一
、
四
二
八
万
円

▼
商
工
費

。
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
（
共
同
浴

　
場
）
　
一
億
五
、
二
一
九
万
円

。
美
人
林
便
所
新
設
工
事

　
円
　
千
）

　
2
％

費
肪
」

　
3
3
2
5

務
乳
（

　
億
総
6

　　民生費その他
　　2億4，685万9千円（9．9％

衛生費

1野謝4研円／／コ

公　債　費
4億5，816万8千円
（18．5％）

鱗＼
商工費
2億2，213万6千円

（9．o％）／

　
　
　
　
円

　
　
　
費
汗
ー

　
　
　
　
万
％

　
　
　
育
0
7
2

　
　
　
　
」
凪

　
　
　
教
襯
ー

　
　
　
　
3

♂鯉
夢

爆

　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
万
円

・
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
万
円

▼
土
木
費

。
町
道
改
良
事
業
（
改
良
六
線
・

　
舗
装
三
線
）
八
、
三
七
二
万
円

。
町
道
特
改
事
業
（
改
良
二
線
・

　
舗
装
｝
線
）
九
、
一
〇
二
万
円

。
除
雪
委
託
料
三
、
〇
六
八
万
円

▼
消
防
費

。
防
火
水
槽
　
三
基
（
松
口
・
東

　
山
．
上
蝦
池
）
　
八
五
五
万
円

。
小
型
ポ
ン
プ
一
台
（
B
3
級
）

　
（
天
水
越
）
　
　
　
一
二
二
万
円

▼
教
育
費

・
松
山
寮
屋
根
改
造
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

。
教
員
住
宅
建
設
費

　
　
　
　
　
　
五
、
四
八
○
万
円

。
松
之
山
中
学
校
厨
房
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
○
万
円

。
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
工
事

　
　
　
　
　
　
三
、
九
七
七
万
円

。
町
史
印
刷
費
（
二
、
五
〇
〇
冊
）

　
　
　
　
　
　
一
、
七
九
二
万
円

▼
公
債
費

・
町
債
償
還
元
金
　
二
〇
〇
件

　
　
　
　
　
　
三
億
一
七
万
円

。
町
債
償
還
利
子
　
二
〇
八
件

　
　
　
　
一
億
五
、
七
九
八
万
円

●



ー
鴇
頃
ー

0

補
正
予
算
条
例
改
正

◎
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
九
回
・
＋
回
）

・
二
、
六
三
八
万
九
千
円
追
加
し

　
て
、
総
額
二
五
億
九
、
九
二
五

　
形
五
千
円
と
す
る
。

　
（
こ
の
補
正
追
加
の
主
な
も
の
）

▽
土
木
費

・
特
養
老
人
ホ
ー
ム
予
定
地
用
地

　
測
量
委
託
料
　
　
一
二
〇
万
円

・
除
雪
費
委
託
料
　
五
〇
〇
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

・
水
田
農
業
確
立
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
五
七
四
万
円

▽
商
工
費

。
湯
本
貯
湯
タ
ン
ク
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
二
万
円

・
共
同
浴
場
新
築
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
四
一
八
万
円

◎
条
例
関
係
（
主
な
も
の
）

・
役
場
職
員
の
通
勤
手
当
を
改
正

す
る
条
例
、

。
消
防
団
員
の
手
当
を
、
四
月
一

　
日
よ
り
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ

　
る
。

団
長
　
一
〇
万
三
、

副
団
長
　
八
万

団
正
・
副
部
長

分
団
長

副
〃

部
長
班
長
団
員

七
〇
〇
円

四
〇
〇
円

五
万
二
、

三
万
五
、

三
万
一
、

三
万

一
万

　
　
九
、

七
〇
〇
円

三
〇
〇
円

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

八
O
O
円

一
〇
〇
円

。
松
之
山
町
高
齢
者
福
祉
対
策
基

金
の
設
置

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

　
基
金
、
ふ
る
さ
と
創
生
分
）

・
松
之
山
町
水
田
農
業
確
立
特
別

対
策
事
業
基
金
の
設
置

　
（
後
期
対
策
分
　
五
七
四
万
円

　
千
円
）

・
町
立
教
員
住
宅
の
家
賃
が
、
四

月
■
一
日
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

・
農
業
共
済
事
務
が
郡
内
統
合
さ

に
よ
り
、
松
之
山
町

農
業
共
済
条
例
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

役
場
職
員
人
事
異
動

　
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
一
部
機
構
改
革
と
職
員

の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
機
構
で
は
建
設
課
除
雪
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
て
、
民
間

委
託
で
対
応
し
ま
す
。
ま
た
東
京
事
務
所
を
新
規
に
開
設

し
、
職
員
一
名
を
派
遣
し
ま
す
。
布
川
保
育
所
休
園
に
よ

り
保
母
の
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
四
月
一
日
付
（
）
は
異
動
前

◎
役
場
一
般
職

▽
総
務
課
税
務
係
長
　
　
（
会
計
係

長
）
　
　
　
　
小
口
成
一

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
長
　
　
（
税

　
務
係
長
）
　
　
　
小
野
塚
一
栄

▽
出
納
室
会
計
係
長
　
　
（
教
育
委

　
員
会
総
務
学
事
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
明
彦

▽
総
務
学
事
係
長
　
　
（
保
健
衛
生

　
係
長
）
　
　
　
　
高
橋
　
忠
則

▽
総
務
課
庶
務
係
　
　
（
住
民
課
住

　
民
係
）
　
　
　
　
久
保
田
吉
弘

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
　
　
（
総
務

　
課
税
務
係
）
　
　
中
島
　
一
男

▽
総
務
課
税
務
係
　
　
（
産
業
課
共

　
済
係
）
　
　
　
小
野
塚
喜
代
子

▽
総
務
課
運
転
手
　
　
（
建
設
課
土

　
木
係
）
　
　
　
　
鈴
木
　
正
行

▽
振
興
課
商
工
観
光
係
　
　
（
建
設

　
課
土
木
係
）
　
　
山
岸
　
利
通

▽
　
　
〃
　
　
　
　
　
（
〃

　
　
〃
　
）
　
　
小
野
塚
和
栄

▽
公
民
館
社
会
教
育
係
』
（
布
川

　
保
育
所
）
　
　
　
田
辺
　
久
子

▽
住
民
課
住
民
係
　
　
（
松
里
保
育

所
）
　
　
　
　
相
沢
美
由
起

▽
診
療
所
調
理
員
　
　
（
松
里
保
育

　
所
）
　
　
　
　
村
山
さ
と
み

◎
東
京
事
務
所

▽
高
橋
　
明
夫
　
　
（
総
務
課
庶
務

係
）

◎
郡
農
業
共
済
組
合
出
向

（
大
島
村
）

▽
中
島
　
健
男
　
　
（
産
業
課
共
済

　
係
）

▽
保
坂
美
智
男
　
　
（
産
業
課
土
地

　
改
良
係
）

（
保
育
所
関
係
）

◎
松
之
山
保
育
所

▽
小
野
塚
八
重
子
（
松
里
保
育
所
）

▽
小
野
塚
光
枝
　
　
（
布
川
保
育
所
）

◎
松
里
保
育
所

▽
小
堺
ル
ミ
子
　
　
（
浦
田
保
育
所
）

▽
滝
沢
　
淳
子
　
　
（
布
川
保
育
所
）

▽
樋
口
　
陽
子
　
　
（
松
之
山
保
育

　
　
　
　
　
　
所
）

◎
浦
田
保
育
所

▽
佐
藤
　
一
美
　
　
（
松
之
山
保
育

　
　
　
　
　
　
所
）

▽
相
沢
　
節
子
　
　
（
松
之
山
保
育

　
　
　
　
　
　
所
）

ふるさと創生アイデア

入選作品内容紹介II

　
今
回
は
、
前
号
に
引
き
続
き
区
分
ご
と
に
入
選
さ

さ
れ
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
区
分
三
、
地
下
資
源
の
開
発

▽
区
分
四
、
自
然
環
境
保
護
育
成

こ
の
二
つ
を
ま
と
め
た
部
門
に
お
け
る
入
選
者
。

◎
美
人
林
周
辺
と
須
山
地
区
の
自

　
然
保
護
を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と

　
づ
く
り

・
提
案
者
　
松
之
山
町
野
鳥
愛
護

　
　
　
　
　
会
村
山
健
外

　
松
口
美
人
林
周
辺
と
須
山
地
区

は
、
町
の
中
心
に
あ
り
な
が
ら
素

晴
ら
し
い
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
野
鳥
保
護
の
た
め
の
人

工
池
や
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
餌

場
を
作
っ
た
り
探
鳥
コ
ー
ス
、
遊

歩
道
を
整
備
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
の
活
用
と
し
て
は
、
遊

歩
道
を
利
用
し
て
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
、
冬
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
の
コ
ー
ス
と
し
、
大
会

を
開
け
る
よ
う
に
す
る
。
遊
歩
道

沿
い
に
松
之
山
町
で
見
ら
れ
る
主

な
植
物
を
植
え
、
野
鳥
と
と
も
に

植
物
も
観
察
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
ま
た
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
的
な
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
管
理
や
展

　
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
少
し
は
名

の
売
れ
た
当
町
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
自
然
を
生
か
し
て
野
鳥
観
察
パ

ウ
ス
（
そ
の
た
め
の
池
や
野
鳥
の

好
む
木
の
実
の
森
造
成
、
，
野
鳥
の

エ
サ
場
）
な
ど
を
作
り
、
全
国
か

ら
来
る
よ
う
な
日
本
一
の
野
鳥
の

里
づ
く
り
を
当
町
で
や
っ
た
ら
ど

う
で
す
か
。

※
区
分
五
と
六
の
入
選
者
及
び
内

　
容
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

示
場
と
し
て
利
用
し
た
ら
良
い
と

思
う
。

◎
温
泉
掘
削
と
大
厳
寺
高
原
周
辺

　
の
整
備

・
提
案
者
　
小
野
塚
一
栄
（
松
之

　
山
）

　
現
在
の
希
望
館
・
バ
ー
ド
ガ
ー

デ
ン
を
中
心
に
。
温
泉
の
泉
脈
が

大
厳
寺
高
原
の
付
近
に
あ
る
と
の

こ
と
な
の
で
、
温
泉
の
掘
削
と
現

在
の
ス
キ
ー
場
で
は
滑
る
期
間
が

短
か
い
の
で
、
秋
早
く
滑
れ
て
春

遅
く
ま
で
す
べ
れ
る
よ
う
に
、
前

の
緬
羊
牧
場
、
桑
園
あ
た
り
か
ら

林
道
に
か
け
て
の
ス
キ
ー
場
建
設
。

夏
場
は
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
利
用
し
、

夏
冬
か
け
て
の
観
光
地
造
り
を
希

望
す
る
。

◎
日
本
一
の
野
鳥
の
里
づ
く
り

『
串
提
案
者
　
高
橋
寛
一
（
松
口
）

「合併森林組合の

名称を募集します」

　安塚町・浦川原村・松之山町・大島村森林組合が、松代

地区を含めた新しい森林組合を設立することが、東頸城地

区森林組合広域合併推進協議会で合意に達しました。

1
，
2
、

　
　
　
会
向
森
募

　
組
協
立
地

松
林
進
設
城
称

　
　
　
合
年

　
を
林
成

安
区
森
平　平成3年2月1日の設立に向けて準備を進めております。
　つきましては、東頸城地区森林

組合にふさわしい「名称」を募集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き峨旨
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　．∫z

　5月31日までに最寄りの森林組　　　　　　　　　ッ　，．型　濯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レしでづ　プド合ミまたは役場林業係までお寄せ　　　　　　　　1　箸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Zください。　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ．

　なお、採用の場合には記念品を　　　　’　　　　　　」1

差し上げます。
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ー

0

補
正
予
算
条
例
改
正

◎
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
九
回
・
＋
回
）

・
二
、
六
三
八
万
九
千
円
追
加
し

　
て
、
総
額
二
五
億
九
、
九
二
五

　
形
五
千
円
と
す
る
。

　
（
こ
の
補
正
追
加
の
主
な
も
の
）

▽
土
木
費

・
特
養
老
人
ホ
ー
ム
予
定
地
用
地

　
測
量
委
託
料
　
　
一
二
〇
万
円

・
除
雪
費
委
託
料
　
五
〇
〇
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

・
水
田
農
業
確
立
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
五
七
四
万
円

▽
商
工
費

。
湯
本
貯
湯
タ
ン
ク
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
二
万
円

・
共
同
浴
場
新
築
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
四
一
八
万
円

◎
条
例
関
係
（
主
な
も
の
）

・
役
場
職
員
の
通
勤
手
当
を
改
正

す
る
条
例
、

。
消
防
団
員
の
手
当
を
、
四
月
一

　
日
よ
り
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ

　
る
。

団
長
　
一
〇
万
三
、

副
団
長
　
八
万

団
正
・
副
部
長

分
団
長

副
〃

部
長
班
長
団
員

七
〇
〇
円

四
〇
〇
円

五
万
二
、

三
万
五
、

三
万
一
、

三
万

一
万

　
　
九
、

七
〇
〇
円

三
〇
〇
円

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

八
O
O
円

一
〇
〇
円

。
松
之
山
町
高
齢
者
福
祉
対
策
基

金
の
設
置

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

　
基
金
、
ふ
る
さ
と
創
生
分
）

・
松
之
山
町
水
田
農
業
確
立
特
別

対
策
事
業
基
金
の
設
置

　
（
後
期
対
策
分
　
五
七
四
万
円

　
千
円
）

・
町
立
教
員
住
宅
の
家
賃
が
、
四

月
■
一
日
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

・
農
業
共
済
事
務
が
郡
内
統
合
さ

に
よ
り
、
松
之
山
町

農
業
共
済
条
例
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

役
場
職
員
人
事
異
動

　
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
一
部
機
構
改
革
と
職
員

の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
機
構
で
は
建
設
課
除
雪
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
て
、
民
間

委
託
で
対
応
し
ま
す
。
ま
た
東
京
事
務
所
を
新
規
に
開
設

し
、
職
員
一
名
を
派
遣
し
ま
す
。
布
川
保
育
所
休
園
に
よ

り
保
母
の
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
四
月
一
日
付
（
）
は
異
動
前

◎
役
場
一
般
職

▽
総
務
課
税
務
係
長
　
　
（
会
計
係

長
）
　
　
　
　
小
口
成
一

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
長
　
　
（
税

　
務
係
長
）
　
　
　
小
野
塚
一
栄

▽
出
納
室
会
計
係
長
　
　
（
教
育
委

　
員
会
総
務
学
事
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
明
彦

▽
総
務
学
事
係
長
　
　
（
保
健
衛
生

　
係
長
）
　
　
　
　
高
橋
　
忠
則

▽
総
務
課
庶
務
係
　
　
（
住
民
課
住

　
民
係
）
　
　
　
　
久
保
田
吉
弘

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
　
　
（
総
務

　
課
税
務
係
）
　
　
中
島
　
一
男

▽
総
務
課
税
務
係
　
　
（
産
業
課
共

　
済
係
）
　
　
　
小
野
塚
喜
代
子

▽
総
務
課
運
転
手
　
　
（
建
設
課
土

　
木
係
）
　
　
　
　
鈴
木
　
正
行

▽
振
興
課
商
工
観
光
係
　
　
（
建
設

　
課
土
木
係
）
　
　
山
岸
　
利
通

▽
　
　
〃
　
　
　
　
　
（
〃

　
　
〃
　
）
　
　
小
野
塚
和
栄

▽
公
民
館
社
会
教
育
係
』
（
布
川

　
保
育
所
）
　
　
　
田
辺
　
久
子

▽
住
民
課
住
民
係
　
　
（
松
里
保
育

所
）
　
　
　
　
相
沢
美
由
起

▽
診
療
所
調
理
員
　
　
（
松
里
保
育

　
所
）
　
　
　
　
村
山
さ
と
み

◎
東
京
事
務
所

▽
高
橋
　
明
夫
　
　
（
総
務
課
庶
務

係
）

◎
郡
農
業
共
済
組
合
出
向

（
大
島
村
）

▽
中
島
　
健
男
　
　
（
産
業
課
共
済

　
係
）

▽
保
坂
美
智
男
　
　
（
産
業
課
土
地

　
改
良
係
）

（
保
育
所
関
係
）

◎
松
之
山
保
育
所

▽
小
野
塚
八
重
子
（
松
里
保
育
所
）

▽
小
野
塚
光
枝
　
　
（
布
川
保
育
所
）

◎
松
里
保
育
所

▽
小
堺
ル
ミ
子
　
　
（
浦
田
保
育
所
）

▽
滝
沢
　
淳
子
　
　
（
布
川
保
育
所
）

▽
樋
口
　
陽
子
　
　
（
松
之
山
保
育

　
　
　
　
　
　
所
）

◎
浦
田
保
育
所

▽
佐
藤
　
一
美
　
　
（
松
之
山
保
育

　
　
　
　
　
　
所
）

▽
相
沢
　
節
子
　
　
（
松
之
山
保
育

　
　
　
　
　
　
所
）

ふるさと創生アイデア

入選作品内容紹介II

　
今
回
は
、
前
号
に
引
き
続
き
区
分
ご
と
に
入
選
さ

さ
れ
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
区
分
三
、
地
下
資
源
の
開
発

▽
区
分
四
、
自
然
環
境
保
護
育
成

こ
の
二
つ
を
ま
と
め
た
部
門
に
お
け
る
入
選
者
。

◎
美
人
林
周
辺
と
須
山
地
区
の
自

　
然
保
護
を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と

　
づ
く
り

・
提
案
者
　
松
之
山
町
野
鳥
愛
護

　
　
　
　
　
会
村
山
健
外

　
松
口
美
人
林
周
辺
と
須
山
地
区

は
、
町
の
中
心
に
あ
り
な
が
ら
素

晴
ら
し
い
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
野
鳥
保
護
の
た
め
の
人

工
池
や
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
餌

場
を
作
っ
た
り
探
鳥
コ
ー
ス
、
遊

歩
道
を
整
備
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
の
活
用
と
し
て
は
、
遊

歩
道
を
利
用
し
て
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
、
冬
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
の
コ
ー
ス
と
し
、
大
会

を
開
け
る
よ
う
に
す
る
。
遊
歩
道

沿
い
に
松
之
山
町
で
見
ら
れ
る
主

な
植
物
を
植
え
、
野
鳥
と
と
も
に

植
物
も
観
察
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
ま
た
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
的
な
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
管
理
や
展

　
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
少
し
は
名

の
売
れ
た
当
町
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
自
然
を
生
か
し
て
野
鳥
観
察
パ

ウ
ス
（
そ
の
た
め
の
池
や
野
鳥
の

好
む
木
の
実
の
森
造
成
、
，
野
鳥
の

エ
サ
場
）
な
ど
を
作
り
、
全
国
か

ら
来
る
よ
う
な
日
本
一
の
野
鳥
の

里
づ
く
り
を
当
町
で
や
っ
た
ら
ど

う
で
す
か
。

※
区
分
五
と
六
の
入
選
者
及
び
内

　
容
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

示
場
と
し
て
利
用
し
た
ら
良
い
と

思
う
。

◎
温
泉
掘
削
と
大
厳
寺
高
原
周
辺

　
の
整
備

・
提
案
者
　
小
野
塚
一
栄
（
松
之

　
山
）

　
現
在
の
希
望
館
・
バ
ー
ド
ガ
ー

デ
ン
を
中
心
に
。
温
泉
の
泉
脈
が

大
厳
寺
高
原
の
付
近
に
あ
る
と
の

こ
と
な
の
で
、
温
泉
の
掘
削
と
現

在
の
ス
キ
ー
場
で
は
滑
る
期
間
が

短
か
い
の
で
、
秋
早
く
滑
れ
て
春

遅
く
ま
で
す
べ
れ
る
よ
う
に
、
前

の
緬
羊
牧
場
、
桑
園
あ
た
り
か
ら

林
道
に
か
け
て
の
ス
キ
ー
場
建
設
。

夏
場
は
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
利
用
し
、

夏
冬
か
け
て
の
観
光
地
造
り
を
希

望
す
る
。

◎
日
本
一
の
野
鳥
の
里
づ
く
り

『
串
提
案
者
　
高
橋
寛
一
（
松
口
）

「合併森林組合の

名称を募集します」

　安塚町・浦川原村・松之山町・大島村森林組合が、松代

地区を含めた新しい森林組合を設立することが、東頸城地

区森林組合広域合併推進協議会で合意に達しました。

1
，
2
、

　
　
　
会
向
森
募

　
組
協
立
地

松
林
進
設
城
称

　
　
　
合
年

　
を
林
成

安
区
森
平　平成3年2月1日の設立に向けて準備を進めております。
　つきましては、東頸城地区森林

組合にふさわしい「名称」を募集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き峨旨
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　．∫z

　5月31日までに最寄りの森林組　　　　　　　　　ッ　，．型　濯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レしでづ　プド合ミまたは役場林業係までお寄せ　　　　　　　　1　箸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Zください。　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ．

　なお、採用の場合には記念品を　　　　’　　　　　　」1

差し上げます。
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魯・’
ぐきる汐ろう1ら

窃

．
蓼

て
＼感

　ロ盛しあてみよづ

》

ジ　
普
段
、
私
達
は
『
今
、
飲
ん
で

い
る
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
」

と
か
、
　
「
使
っ
た
水
は
ど
こ
へ
流

れ
て
い
っ
て
い
る
」
と
か
、
と
い

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
の
問
題

は
ゴ
ミ
の
処
理
や
下
水
の
処
理
と

密
接
に
拘
っ
て
い
ま
す
。

　
我
松
之
山
町
で
も
ゴ
ミ
の
量
が

増
え
、
水
切
り
の
悪
い
生
ゴ
ミ
も

沢
山
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
の
汚

れ
も
進
み
、
臭
い
も
感
じ
ら
れ
る

所
が
出
て
き
ま
し
た
。
信
濃
川
の

下
流
に
は
大
勢
の
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
そ
の
人
達
が
飲
む
水
を
、

大
金
を
掛
け
生
物
処
理
を
し
、
化

学
処
理
を
し
て
、
造
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

汚
れ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の

が
昔
と
大
変
違
っ
て
来
て
い
る
こ

と
や
、
汚
れ
の
量
が
大
量
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
自
然
浄
化
力
に

限
界
を
招
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、

今
の
状
態
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
水
処
理
や
ゴ
ミ
処
理
に
多
額
の

予
算
を
費
す
こ
と
は
財
政
を
圧
迫

す
る
原
因
と
な
り
、
道
路
整
備
や

観
光
と
い
っ
た
生
産
性
の
あ
る
分

野
に
予
算
が
ま
わ
ら
な
く
な
り
ま

す
。　
私
達
一
人
ひ
と
り
が
日
常
の
生

活
の
中
で
、
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
し

た
り
、
水
切
り
や
台
所
か
ら
出
さ

れ
る
排
水
に
つ
い
て
「
チ
ョ
ッ
ト

し
た
工
夫
と
心
掛
け
」
を
「
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
」
始
め
、
環
境
の

浄
化
や
財
政
の
健
全
化
に
参
加
し

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

生
活
排
水
の
汚
れ
は
へ
ら
せ
ま
す

　
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
「
台

所
は
海
の
玄
関
口
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
次
の
表
に
示
し
ま
し

た
よ
う
に
、

る
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

噌
汁
が
沢
や
川
を
汚
し
て
い
る
大

き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

し

鍵
鼻
’

　調理くずや食べ残しは、。ゴミにし

て出すか、埋めて土に戻しましょう。

　・肥料としても有効です。

罷

と　し　　　り
100，000 がて煮排

78，〔）00 わい汁出
13，（1（｝O

P
［コ昌 か　る　　、さ

り大味れ
4，0（〕（1

53（》

BODmg／1
（ppm

4，000

3，000

2．000

越
道
川
上
流

洗
　
濯
　
水
『

食
器
の
洗
浄
水

鍋
の
洗
浄
水

米
の
と
ぎ
汁

（
豆
腐
入
り
）

味
　
噌
　
汁

（
油
揚
げ
・
玉
子
）

煮
　
　
　
汁

天
ぷ
ら
油

し
　
尿

▽
台
　
　
所
△

①
流
し
台
に
は
細
か
い
目
の
網
な

　
ど
を
備
え
、
調
理
ク
ズ
や
食
べ

　
残
し
を
流
さ
な
い
。

②
食
器
、
ナ
ベ
な
ど
の
汚
れ
の
強

　
い
も
の
は
紙
で
ふ
い
て
か
ら
洗

　
う
。

③
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
排
油
は
、
石

　
ケ
ン
と
し
て
再
利
用
す
る
か
、

　
紙
な
ど
に
し
み
込
ま
せ
焼
え
る

　
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
。

▽
お
　
風
呂
△

　
残
り
湯
の
％
は
、
洗
濯
、
花
だ

　
ん
用
の
水
に
使
う
。

▽
洗
た
く
△

①
リ
ン
を
含
ま
な
い
洗
剤
を
使
う
。

②
洗
剤
は
正
し
く
量
を
計
っ
て
使

　
う
。
、

▽
そ
　
の
他
△

　
川
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
ゴ
ミ
や
空
缶
、
し
尿
等
を

川
へ
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

食廃油を使って

ホームメイド創ん

今回は高知市の「手づくり石け

ん研院会」のせっけん素材ベース

を利用した簡単なホームメイド石

けんの作り方を紹介します。

今回は高知市の「手づくり羅

研院会」のせっけん素材ベー

利用した簡単なホームメイ1

んの作り方を紹介します。

一準備するもの
せっけん素材べ一ス、カセイ

ソーダ、食廃油（てんぷら油

など）200㏄、ナベ、泡立て器

計量カップ、スプーン、型わ

く（コロッケ用でクッキー用）

ト
一
ワ
．
～

も
豊
．
一
翫

時
間
の
目
安

ゴミは減らせます

（
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、
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島
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（ゆワ
　
7ρ
，
η，轟矯

㎜
千
葉
県
の
ゴ
、
・
、
を
青
森
県
へ
持
っ
て
行
き
処
分
し
よ
う
と

　

㎜
し
て
、
青
森
の
住
民
が
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
と
い
う
の

も
あ
り
ま
し
た
。

　
津
南
の
埋
め
立
て
地
も
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

等
の
粗
大
ゴ
、
、
、
も
沢
山
出
さ
れ
、
近
々
満
杯
に
な
ひ
そ
う

で
け
．

翻
近
「
訓
、
、
、
戦
麹
い
う
言
葉
を
良
－
見
聞
し
ま
す
．

○
新
聞
紙
、
雑
誌
等
の
紙
類
は
廃

　
品
回
収
に
出
す
。

★せっけん素材ベース、カセイ

　　ソーダは「手づくり石けん研究

　　会」高知市若松町1（〉一46へ電

　　話（0888－83－6963）で申し込

　　みください。1セット（5回

　　分）700円、送料12セット以

　　上は無料。詳しい作り方のパ

　　ンフレットも一緒に送付して

　　いただけます。グループで購

　　人したらいかがでしょうか。

注　カセイソーダは劇薬ですので

　十分注意して取り扱いをしてく

　ださい。

　せっけん素材ベースを使わない

作り方（時間が相当かかる）の資

料もありますから、ご希望．の方は

役場企画財政課市川までご連絡を，
o
生
ゴ
、
、
＼
は
コ
ン
ポ
ス
ト
や
肥
ニ

　
ョ
ゥ
を
利
用
し
、
肥
料
に
し
た

　
り
、
二
、
三
戸
、
共
同
で
ヤ
ギ

　
や
兎
、
ニ
ワ
ト
リ
を
か
い
食
と

　
す
る
。

名絡連ご

●粘1二状になり、石け
ん分か容器の底にrlく
ワくよラになる，、こけ

つくヂ前で火を止め．
余変農を看り1囲して、　令f本

的に混ぜながらさます，、

朽
分
後
ー
↓

　●食廃～由　200cclこベ

　ース1袋、　カセイソ
　ーダ1袋を人れ、最
　後に水loOccを加え、
　よくかき混ぜて、乳
　化1犬にする。

●火をっけ、混ぜな
がら、よく溶かす。
5童火で港、っとうさせ
る。

●カラメルオ犬にふっ
とうしだす印
そのまま40～50禾少凶、

っとうさせてから、
中火にする〕

●液面令体が、泡凱
って煮える程度の火
加減を保つり”．竪々適
当にかき～琵ぜる。

●全体にツヤか出て、
♂弘く♂彊くクレーター一

を’2くるようになれ
ば、弱火にし、軽く
混ぜ続ける。

2
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分
後
ー
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7
～
8
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後

○
空
缶
は
鉄
缶
と
ア
ル
ミ
缶
に
分

　
け
潰
し
て
廃
品
回
収
に
出
す
。

○
瓶
類
は
、
ビ
ー
ル
瓶
、
酒
瓶
は

　
販
売
店
で
引
取
っ
て
も
ら
い
、

　
そ
の
他
の
瓶
は
潰
し
て
小
さ
く

　
し
て
他
の
ガ
ラ
ス
類
と
一
諸
に

　
　
（
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
続
く
）
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蓼

て
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　ロ盛しあてみよづ

》

ジ　
普
段
、
私
達
は
『
今
、
飲
ん
で

い
る
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
」

と
か
、
　
「
使
っ
た
水
は
ど
こ
へ
流

れ
て
い
っ
て
い
る
」
と
か
、
と
い

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
の
問
題

は
ゴ
ミ
の
処
理
や
下
水
の
処
理
と

密
接
に
拘
っ
て
い
ま
す
。

　
我
松
之
山
町
で
も
ゴ
ミ
の
量
が

増
え
、
水
切
り
の
悪
い
生
ゴ
ミ
も

沢
山
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
の
汚

れ
も
進
み
、
臭
い
も
感
じ
ら
れ
る

所
が
出
て
き
ま
し
た
。
信
濃
川
の

下
流
に
は
大
勢
の
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
そ
の
人
達
が
飲
む
水
を
、

大
金
を
掛
け
生
物
処
理
を
し
、
化

学
処
理
を
し
て
、
造
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

汚
れ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の

が
昔
と
大
変
違
っ
て
来
て
い
る
こ

と
や
、
汚
れ
の
量
が
大
量
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
自
然
浄
化
力
に

限
界
を
招
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、

今
の
状
態
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
水
処
理
や
ゴ
ミ
処
理
に
多
額
の

予
算
を
費
す
こ
と
は
財
政
を
圧
迫

す
る
原
因
と
な
り
、
道
路
整
備
や

観
光
と
い
っ
た
生
産
性
の
あ
る
分

野
に
予
算
が
ま
わ
ら
な
く
な
り
ま

す
。　
私
達
一
人
ひ
と
り
が
日
常
の
生

活
の
中
で
、
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
し

た
り
、
水
切
り
や
台
所
か
ら
出
さ

れ
る
排
水
に
つ
い
て
「
チ
ョ
ッ
ト

し
た
工
夫
と
心
掛
け
」
を
「
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
」
始
め
、
環
境
の

浄
化
や
財
政
の
健
全
化
に
参
加
し

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

生
活
排
水
の
汚
れ
は
へ
ら
せ
ま
す

　
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
「
台

所
は
海
の
玄
関
口
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
次
の
表
に
示
し
ま
し

た
よ
う
に
、

る
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

噌
汁
が
沢
や
川
を
汚
し
て
い
る
大

き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
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　・肥料としても有効です。

罷

と　し　　　り
100，000 がて煮排
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台
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台
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③
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。
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濯
、
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だ
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用
の
水
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う
。
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た
く
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①
リ
ン
を
含
ま
な
い
洗
剤
を
使
う
。

②
洗
剤
は
正
し
く
量
を
計
っ
て
使

　
う
。
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▽
そ
　
の
他
△

　
川
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
ゴ
ミ
や
空
缶
、
し
尿
等
を

川
へ
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

食廃油を使って

ホームメイド創ん

今回は高知市の「手づくり石け

ん研院会」のせっけん素材ベース

を利用した簡単なホームメイド石

けんの作り方を紹介します。

今回は高知市の「手づくり羅

研院会」のせっけん素材ベー

利用した簡単なホームメイ1

んの作り方を紹介します。

一準備するもの
せっけん素材べ一ス、カセイ

ソーダ、食廃油（てんぷら油

など）200㏄、ナベ、泡立て器

計量カップ、スプーン、型わ

く（コロッケ用でクッキー用）
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う
と

　

㎜
し
て
、
青
森
の
住
民
が
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
と
い
う
の

も
あ
り
ま
し
た
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南
の
埋
め
立
て
地
も
、
テ
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ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
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機

等
の
粗
大
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、
、
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も
沢
山
出
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れ
、
近
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満
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に
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け
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翻
近
「
訓
、
、
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戦
麹
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う
言
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を
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－
見
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し
ま
す
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○
新
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、
雑
誌
等
の
紙
類
は
廃

　
品
回
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に
出
す
。

★せっけん素材ベース、カセイ

　　ソーダは「手づくり石けん研究

　　会」高知市若松町1（〉一46へ電

　　話（0888－83－6963）で申し込

　　みください。1セット（5回

　　分）700円、送料12セット以

　　上は無料。詳しい作り方のパ

　　ンフレットも一緒に送付して

　　いただけます。グループで購

　　人したらいかがでしょうか。

注　カセイソーダは劇薬ですので

　十分注意して取り扱いをしてく

　ださい。

　せっけん素材ベースを使わない

作り方（時間が相当かかる）の資

料もありますから、ご希望．の方は

役場企画財政課市川までご連絡を，
o
生
ゴ
、
、
＼
は
コ
ン
ポ
ス
ト
や
肥
ニ

　
ョ
ゥ
を
利
用
し
、
肥
料
に
し
た

　
り
、
二
、
三
戸
、
共
同
で
ヤ
ギ

　
や
兎
、
ニ
ワ
ト
リ
を
か
い
食
と

　
す
る
。
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●粘1二状になり、石け
ん分か容器の底にrlく
ワくよラになる，、こけ

つくヂ前で火を止め．
余変農を看り1囲して、　令f本

的に混ぜながらさます，、

朽
分
後
ー
↓

　●食廃～由　200cclこベ

　ース1袋、　カセイソ
　ーダ1袋を人れ、最
　後に水loOccを加え、
　よくかき混ぜて、乳
　化1犬にする。

●火をっけ、混ぜな
がら、よく溶かす。
5童火で港、っとうさせ
る。

●カラメルオ犬にふっ
とうしだす印
そのまま40～50禾少凶、

っとうさせてから、
中火にする〕

●液面令体が、泡凱
って煮える程度の火
加減を保つり”．竪々適
当にかき～琵ぜる。

●全体にツヤか出て、
♂弘く♂彊くクレーター一

を’2くるようになれ
ば、弱火にし、軽く
混ぜ続ける。
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と
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に
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は
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瓶
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で
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ー
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斜
1

し
て
缶
な
ど
に
入
れ
て
出
す
。

o
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ

　
ッ
ク
等
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
燃

　
や
す
と
有
害
物
質
を
出
す
の
で

　
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
）
は
、
収
集

　
車
に
積
む
こ
と
が
便
利
な
よ
う

　
に
、
紐
で
し
っ
か
り
結
ん
で
出

す
。

○
牛
乳
な
ど
の
パ
ッ
ク
は
良
質
の

　
パ
ル
プ
で
で
き
て
い
ま
す
。
ワ

　
サ
イ
ク
ル
が
簡
単
に
で
き
ま
す
や

　
ハ
ガ
キ
に
再
生
し
て
い
る
人
も

　
い
ま
す
。一

衆
㌧
Q

り　
．
り
一
噛
、
り

｝

藩

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
夫
で
き
ま
す

　
ゴ
ミ
集
積
場
は
、
カ
ラ
ス
、
猫
、

臭
い
、
雪
対
策
で
、
ど
こ
の
地
域
で

も
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
カ
ゴ
や
箱
を
置
い
て
い
る

所
、
網
で
囲
い
ゴ
ミ
置
場
を
造
っ

て
い
る
所
、
シ
ー
ト
を
被
せ
て
い

る
所
等
々
、
様
々
な
所
が
見
ら
れ

ま
す
。
私
共
役
場
の
職
員
で
ゴ
ミ

箱
の
試
作
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

コ
ン
パ
ネ
外
材
料
代
が
一
基
一
万

円
少
し
で
完
成
し
ま
し
た
。
　
（
松

里
保
育
所
の
下
の
県
道
脇
に
あ
り

ま
す
）
　
一
年
に
一
、
二
回
防
腐

材
を
塗
れ
ば
五
年
位
は
持
っ
て
く

れ
そ
・
つ
で
す
。

　
最
寄
り
の
人
で
様
々
に
工
夫
し

て
「
ゴ
ミ
置
き
場
」
を
「
護
美
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
松
之
山
町
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん

が
自
然
を
存
分
に
満
喫
し
て
帰
っ

て
い
た
だ
く
為
に
も
、
川
を
き
れ

い
に
し
、
ゴ
ミ
や
空
缶
の
見
ら
れ

な
い
美
し
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

コンパネで作った試作品

ちょっとした工夫で
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B　O　D　　　　　　　　　▼

生物学的酸素要求量

水中の汚濁物質（有機物）が微生物

によって酸化分解されるのに必要な

酸素量のこと。

数値が高い程、汚れも進んでいる。

C　O　D畢

化学的酸素要求量

水中の汚濁物質（主に有機物（を酸

化剤で酸化するのに消費される酸素

量のこと。

国民年金保険料を

すると

割引きされます

納付区分
毎月納付の場合
　　　　（A）

前納の場合
　　（B）

割引額
（A－B）

保険料種別

定額保険料
8，400円×12月
　＝100，80σ円

98，370円 2，430円

付加保険料
400円×12月

　＝4，800円
4，680円 120円

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
分

か
ら
八
、
四
〇
〇
円
に
な
り
ま
し

た
。　
こ
の
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、
役
場
の

窓
口
か
町
内
の
納
付
組
織
ま
た
は

金
融
機
関
の
窓
口
等
で
毎
月
納
め

る
方
法
と
、
こ
の
他
に
、
被
保
険

者
の
便
宜
を
図
る
意
味
で
一
年
分

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
を

す
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
年
五

分
五
厘
の
割
引
き
が
あ
る
う
え
に
、

毎
月
納
め
る
手
間
が
は
ぶ
け
て
、

納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
大
変
便
利

で
す
。

　
留
守
が
ち
な
人
、
収
入
が
一
定

時
期
に
片
寄
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
前

納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
一

年
分
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
と
、

毎
月
納
め
た
場
合
の
比
較
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
年
金
係
に
四
月
十
六
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
上
越
保
健
所
地
域
保
健
課
で
は
、

不
眠
や
気
分
が
沈
ん
で
不
安
定
な

時
、
思
春
期
の
問
題
、
お
年
寄
り

の
ボ
ケ
や
異
常
行
動
で
困
っ
て
い

る
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
心
の
病
気

に
関
す
る
相
談
を
、
次
の
よ
う
な

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　
日
頃
お
困
り
の
方
は
、
専
門
の

医
師
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

上趨保健所からお知らせ

「衛生関係相談について」

　食品、理容、美容、クリーニング等

の相談受付を昨年度同様、次のとおり

行っておりますのでご利用ください。

1、期日

毎週月曜日から金曜日まで。なお、

火・金曜日は保健所担当者が相談に

応じます。

2、場所

大阜村役場内食品衛生協会

心の健康相談会日程表

日　　　　時 所　　　　属 担当医師名

4月9日（月） 国立犀潟病院 不破野誠一

5月14日（月〉 ノノ ノノ

6月11日（月） ノノ ノノ

7月9日（月） 三交病院 川村　哲彦

8月6日（月〉 国立犀潟病院 不破野誠一

9月10日（月） ノノ ノノ

10月8日（月） ノノ ノノ

11月13日（火） 三交病院 川村　哲彦
12月10日（月） 国立犀潟病院 不破野誠一

平成3年
　1月14日（月〉

ノノ ノノ

2月12日（火） 三交病院 川村　哲彦
3月11日（月） 国立犀潟病院 不破野誠一

＊場　所上越保健所相談室
＊時　　間　午後1時30分～3時まで

＊電話番号　0255（24）6133
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1

し
て
缶
な
ど
に
入
れ
て
出
す
。

o
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ

　
ッ
ク
等
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
燃

　
や
す
と
有
害
物
質
を
出
す
の
で

　
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
）
は
、
収
集

　
車
に
積
む
こ
と
が
便
利
な
よ
う

　
に
、
紐
で
し
っ
か
り
結
ん
で
出

す
。

○
牛
乳
な
ど
の
パ
ッ
ク
は
良
質
の

　
パ
ル
プ
で
で
き
て
い
ま
す
。
ワ

　
サ
イ
ク
ル
が
簡
単
に
で
き
ま
す
や

　
ハ
ガ
キ
に
再
生
し
て
い
る
人
も

　
い
ま
す
。一

衆
㌧
Q

り　
．
り
一
噛
、
り

｝

藩

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
夫
で
き
ま
す

　
ゴ
ミ
集
積
場
は
、
カ
ラ
ス
、
猫
、

臭
い
、
雪
対
策
で
、
ど
こ
の
地
域
で

も
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
カ
ゴ
や
箱
を
置
い
て
い
る

所
、
網
で
囲
い
ゴ
ミ
置
場
を
造
っ

て
い
る
所
、
シ
ー
ト
を
被
せ
て
い

る
所
等
々
、
様
々
な
所
が
見
ら
れ

ま
す
。
私
共
役
場
の
職
員
で
ゴ
ミ

箱
の
試
作
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

コ
ン
パ
ネ
外
材
料
代
が
一
基
一
万

円
少
し
で
完
成
し
ま
し
た
。
　
（
松

里
保
育
所
の
下
の
県
道
脇
に
あ
り

ま
す
）
　
一
年
に
一
、
二
回
防
腐

材
を
塗
れ
ば
五
年
位
は
持
っ
て
く

れ
そ
・
つ
で
す
。

　
最
寄
り
の
人
で
様
々
に
工
夫
し

て
「
ゴ
ミ
置
き
場
」
を
「
護
美
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
松
之
山
町
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん

が
自
然
を
存
分
に
満
喫
し
て
帰
っ

て
い
た
だ
く
為
に
も
、
川
を
き
れ

い
に
し
、
ゴ
ミ
や
空
缶
の
見
ら
れ

な
い
美
し
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

コンパネで作った試作品

ちょっとした工夫で

一1
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B　O　D　　　　　　　　　▼

生物学的酸素要求量

水中の汚濁物質（有機物）が微生物

によって酸化分解されるのに必要な

酸素量のこと。

数値が高い程、汚れも進んでいる。

C　O　D畢

化学的酸素要求量

水中の汚濁物質（主に有機物（を酸

化剤で酸化するのに消費される酸素

量のこと。

国民年金保険料を

すると

割引きされます

納付区分
毎月納付の場合
　　　　（A）

前納の場合
　　（B）

割引額
（A－B）

保険料種別

定額保険料
8，400円×12月
　＝100，80σ円

98，370円 2，430円

付加保険料
400円×12月

　＝4，800円
4，680円 120円

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
分

か
ら
八
、
四
〇
〇
円
に
な
り
ま
し

た
。　
こ
の
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、
役
場
の

窓
口
か
町
内
の
納
付
組
織
ま
た
は

金
融
機
関
の
窓
口
等
で
毎
月
納
め

る
方
法
と
、
こ
の
他
に
、
被
保
険

者
の
便
宜
を
図
る
意
味
で
一
年
分

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
を

す
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
年
五

分
五
厘
の
割
引
き
が
あ
る
う
え
に
、

毎
月
納
め
る
手
間
が
は
ぶ
け
て
、

納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
大
変
便
利

で
す
。

　
留
守
が
ち
な
人
、
収
入
が
一
定

時
期
に
片
寄
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
前

納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
一

年
分
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
と
、

毎
月
納
め
た
場
合
の
比
較
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
年
金
係
に
四
月
十
六
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
上
越
保
健
所
地
域
保
健
課
で
は
、

不
眠
や
気
分
が
沈
ん
で
不
安
定
な

時
、
思
春
期
の
問
題
、
お
年
寄
り

の
ボ
ケ
や
異
常
行
動
で
困
っ
て
い

る
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
心
の
病
気

に
関
す
る
相
談
を
、
次
の
よ
う
な

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　
日
頃
お
困
り
の
方
は
、
専
門
の

医
師
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

上趨保健所からお知らせ

「衛生関係相談について」

　食品、理容、美容、クリーニング等

の相談受付を昨年度同様、次のとおり

行っておりますのでご利用ください。

1、期日

毎週月曜日から金曜日まで。なお、

火・金曜日は保健所担当者が相談に

応じます。

2、場所

大阜村役場内食品衛生協会

心の健康相談会日程表

日　　　　時 所　　　　属 担当医師名

4月9日（月） 国立犀潟病院 不破野誠一

5月14日（月〉 ノノ ノノ

6月11日（月） ノノ ノノ

7月9日（月） 三交病院 川村　哲彦

8月6日（月〉 国立犀潟病院 不破野誠一

9月10日（月） ノノ ノノ

10月8日（月） ノノ ノノ

11月13日（火） 三交病院 川村　哲彦
12月10日（月） 国立犀潟病院 不破野誠一

平成3年
　1月14日（月〉

ノノ ノノ

2月12日（火） 三交病院 川村　哲彦
3月11日（月） 国立犀潟病院 不破野誠一

＊場　所上越保健所相談室
＊時　　間　午後1時30分～3時まで

＊電話番号　0255（24）6133
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浦
田
中
学
校
で
は
B
名
が
卒
業
し
、

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
り

　
　
　
（
ま

し
ト
も

露
醗
鷲
．
、
、
隔

　
　
　
　
、
欝
驚

松
之
山
・

　
　
　
　
　
　
今
年
で
第
四
十
三
回
目
と
な
る
、

　
　
　
　
　
町
立
松
2
山
中
学
校
と
浦
田
中
学

　
　
　
　
　
校
の
卒
業
式
が
、
三
月
十
四
日
に

　
　
　
　
　
行
わ
れ
、
両
中
学
で
五
十
八
名
の

　
　
　
　
　
生
徒
が
義
務
教
育
の
課
程
を
終
了

　
　
　
　
　
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
日
は
卒
業
式
を
祝
う
か
の

　
　
　
　
　
ご
と
く
、
暖
か
い
日
の
差
す
小
春

　
　
　
　
　
臼
和
で
、
卒
業
生
は
勿
論
、
出
席

　
　
　
　
　
さ
れ
た
父
田
の
皆
さ
ん
も
、
な
お

浦
田
両
中
学
校
で
卒
業
式

授与式回卒業証

∩

い
っ
そ
う
思
い
出
に
残
る
卒
業
式

に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　
五
十
八
名
の
進
路
は
、
高
校
進

学
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
社
会
に

出
て
頑
張
る
生
徒
も
お
り
、
九
年

間
学
ん
で
来
た
義
務
教
育
か
ら
離

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
出

◎
事
に
な
り
ま
す
。

　
浦
田
中
学
校
の
沢
田
芳
郎
校
長

先
生
は
、
卒
業
生
を
送
る
に
あ
た

り
「
国
際
化
す
る
社
会
に
対
応
で

き
る
人
間
と
な
っ
て
ほ
し
い
凶
と

激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

2
黒
倉
で
豪
雪
体
験
学
習
東
久
留
米
の

庶
　

松之山中学校、先生、父兄の皆さん、在校生

に見送られて、学舎を後にする卒業生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

　
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
臼

ま
で
の
四
臼
間
、
東
京
東
久
留
米

市
の
子
供
た

ち
三
十
名
が
、
黒
倉

部
落
で
豪
雪
体
験
学
習
を
し
ま
し

た
。
久
留
米
の
子
供
た
ち
が
来
る

の
は
昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
で
、

旧
黒
倉
分
校
に
宿
泊
し
な
が
ら
ス

キ
ー
練
習
、
雪
遊
び
、
山
歩
き
、

民
家
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ー
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
二
十
六
日
侮
お
昼

過
ぎ
に
黒
倉
に
着
き
、
早
速
着
替

え
て
雪
遊
び
を
楽
し
む
な
ど
、
ハ

シ
ャ
ギ
廻
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
臼
は
、
午
前
中
も
与
）
ざ
、

城
山
ま
で
の
山
歩
き
、
午
後
は
何

人
か
ず
つ
の
組
に
分
か
れ
て
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
に
出
掛
け
、
　
｛
夜
を
過

ご
し
な
が
、
b
地
元
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
行
い
、
生
活
ぶ
り
を
勉
強

し
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
ス
キ
ー
場
で
一
臼
中

ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
顔
を
真
っ
黒

に
し
な
が
ら
東
京
へ
と
帰
え
っ
て

行
き
ま
し
た
。
楽
し
い
想
い
出
が

い
っ
ば
い
出
来
た
事
と
思
い
ま
す
。

スキー場で初めてのスキーにチャレンジ
する東京の子供たち。

3
布
川
保
育
所
で
最
後
の
卒
園
式
五
人
が
四
月
か
ら

　
町
内
に
あ
る
四
つ
の
常
設
保
育

所
で
は
、
三
月
二
十
六
臼
と
二
十

八
日
に
卒
園
式
を
行
い
、
三
十
五

名
が
四
月
か
ら
ビ
ッ
カ
ピ
カ
の
『

年
生
に
な
り
ま
す
。

　
園
児
数
の
減
少
に
よ
っ
て
四
月

よ
り
休
園
す
る
事
と
な
っ
た
布
川

保
育
園
で
も
、
二
十
六
日
に
園
長

で
あ
る
町
長
は
じ
め
、
地
区
の
役

員
の
万
々
が
大
勢
出
厚
し
て
、
最

後
の
卒
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
卒
園
児
は
、
男
ヱ
ニ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軒

女
子
四
人
の
合
計
五
人
で
す
。

　
式
で
は
、
町
長
よ
り
五
人
の
園

児
『
人
㎜
人
に
卒
園
証
書
が
手
渡

さ
れ
た
ぱ
か
、
町
や
地
区
協
議
会

よ
り
園
児
全
員
に
た
く
さ
ん
の
ブ

レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
村
山
町
長

は
「
休
園
は
非
常
に
残
念
だ
が
、

今
後
松
之
山
保
育
所
に
通
う
園
児

に
つ
い
て
は
．
出
来
る
限
り
の
事

を
し
た
い
。
こ
の
施
設
に
つ
い
て

今年卒園する5人の園児たち

　元気な1年生になって下さいね。

　　　　　、9幽．．．膓．歯

は
、
有
効
な
利
用
万
法
を
地
区
の

皆
さ
ん
か
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
一
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
う
さ
ぎ
・
り
す
組

の
五
人
か
ら
送
る
言
葉
が
あ
り
、

こ
れ
を
受
け
て
卒
園
児
五
人
が
、

布
川
保
育
園
で
の
思
い
出
や
一
年

生
に
な
る
抱
負
な
ど
を
元
気
に
発

表
し
、
歌
も
大
変
上
手
に
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
卒
園

児
か
ら
お
田
さ
ん
や
来
賓
の
万
た

κ
村山園長から1人ひとりに卒園証書が手渡されて

うれしそう。

　
　
一
年
生
に
！

ち
、
ま
た
、
う
さ
ぎ
や
り
す
組
さ

ん
、
保
田
さ
ん
に
花
束
が
贈
ら
れ
、

式
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
休
園
と
い
う
淋
し
さ
も
あ
る
の

で
し
よ
う
が
，
子
供
た
ち
の
言
葉

一
つ
ひ
と
つ
に
感
激
し
、
涙
を
こ

ら
え
る
の
に
大
変
だ
っ
た
思
い
出

深
い
卒
園
式
で
し
た
。

　
四
月
か
ら
松
之
山
保
育
所
に
来

る
園
児
の
皆
さ
ん
、
早
く
お
友
だ

ち
い
っ
ば
い
作
っ
て
ね
。

遷
．
凶
，

酒
荊

　
　
　
“
概
酒
ー

　
澱
－
嘆
、

フ

鑑

捌
仔璽）管

一

、

繋
一
転
蔑
響

▲全員による合唱

　本当に大きな声

子供から花束を

のお母さんたち
●
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浦
田
中
学
校
で
は
B
名
が
卒
業
し
、

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
り

　
　
　
（
ま

し
ト
も

露
醗
鷲
．
、
、
隔

　
　
　
　
、
欝
驚

松
之
山
・

　
　
　
　
　
　
今
年
で
第
四
十
三
回
目
と
な
る
、

　
　
　
　
　
町
立
松
2
山
中
学
校
と
浦
田
中
学

　
　
　
　
　
校
の
卒
業
式
が
、
三
月
十
四
日
に

　
　
　
　
　
行
わ
れ
、
両
中
学
で
五
十
八
名
の

　
　
　
　
　
生
徒
が
義
務
教
育
の
課
程
を
終
了

　
　
　
　
　
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
日
は
卒
業
式
を
祝
う
か
の

　
　
　
　
　
ご
と
く
、
暖
か
い
日
の
差
す
小
春

　
　
　
　
　
臼
和
で
、
卒
業
生
は
勿
論
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出
席

　
　
　
　
　
さ
れ
た
父
田
の
皆
さ
ん
も
、
な
お

浦
田
両
中
学
校
で
卒
業
式

授与式回卒業証

∩

い
っ
そ
う
思
い
出
に
残
る
卒
業
式

に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　
五
十
八
名
の
進
路
は
、
高
校
進

学
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
社
会
に

出
て
頑
張
る
生
徒
も
お
り
、
九
年

間
学
ん
で
来
た
義
務
教
育
か
ら
離

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
出

◎
事
に
な
り
ま
す
。

　
浦
田
中
学
校
の
沢
田
芳
郎
校
長

先
生
は
、
卒
業
生
を
送
る
に
あ
た

り
「
国
際
化
す
る
社
会
に
対
応
で

き
る
人
間
と
な
っ
て
ほ
し
い
凶
と

激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

2
黒
倉
で
豪
雪
体
験
学
習
東
久
留
米
の

庶
　

松之山中学校、先生、父兄の皆さん、在校生

に見送られて、学舎を後にする卒業生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

　
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
臼

ま
で
の
四
臼
間
、
東
京
東
久
留
米

市
の
子
供
た

ち
三
十
名
が
、
黒
倉

部
落
で
豪
雪
体
験
学
習
を
し
ま
し

た
。
久
留
米
の
子
供
た
ち
が
来
る

の
は
昨
年
に
引
き
続
き
二
回
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で
、

旧
黒
倉
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し
な
が
ら
ス

キ
ー
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習
、
雪
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び
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山
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き
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民
家
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ー
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
子
供
た
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は
二
十
六
日
侮
お
昼

過
ぎ
に
黒
倉
に
着
き
、
早
速
着
替

え
て
雪
遊
び
を
楽
し
む
な
ど
、
ハ

シ
ャ
ギ
廻
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
臼
は
、
午
前
中
も
与
）
ざ
、

城
山
ま
で
の
山
歩
き
、
午
後
は
何

人
か
ず
つ
の
組
に
分
か
れ
て
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
に
出
掛
け
、
　
｛
夜
を
過

ご
し
な
が
、
b
地
元
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
行
い
、
生
活
ぶ
り
を
勉
強

し
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
ス
キ
ー
場
で
一
臼
中

ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
顔
を
真
っ
黒

に
し
な
が
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東
京
へ
と
帰
え
っ
て

行
き
ま
し
た
。
楽
し
い
想
い
出
が

い
っ
ば
い
出
来
た
事
と
思
い
ま
す
。

スキー場で初めてのスキーにチャレンジ
する東京の子供たち。

3
布
川
保
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卒
園
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五
人
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四
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育
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三
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五

名
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か
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ピ
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の
『

年
生
に
な
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ま
す
。
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。
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男
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軒
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。
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児
『
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。
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．
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今年卒園する5人の園児たち

　元気な1年生になって下さいね。

　　　　　、9幽．．．膓．歯
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。
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升

雛
薩
．

ノく

ノレ

寒
か
っ
た

　
今
回
で
七
回
目
と
な
る
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、
三

月
二
十
五
日
に
ミ
ス
雪
椿
な
ど
を

迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
二
’
卜
人

の
人
た
ち
が
カ
ー
ニ
バ
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
前
日
の
雨
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、

時
々
お
陽
様
が
顔
を
出
す
カ
ー
ニ

バ
ル
日
和
と
な
っ
た
こ
の
日
で
す

が
、
風
が
ち
ょ
っ
と
冷
た
く
て
咋

年
よ
り
少
し
出
足
が
鈍
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
で
も
十
時
を
過
ぎ

た
あ
た
り
か
ら
賑
わ
い
始
め
、
味

の
名
店
街
に
は
行
列
が
出
来
る
程

で
し
た
。

　
今
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
今
新

潟
県
が
進
め
て
い
る
米
の
消
費
拡

大
を
日
的
と
し
た
”
う
る
お
い
新

潟
農
業
宣
伝
事
業
”
の
協
賛
と
い

う
事
で
、
b
に
ぎ
か
品
種
当
て
大

会
や
、
加
茂
市
で
選
ば
れ
た
ミ
ス

雪
椿
の
三
人
の
お
嬢
さ
ん
方
が
来

町
し
て
花
を
添
え
る
な
ど
、
今
ま

で
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
カ
ー
二

で
も
楽
し
か
っ
た

バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
レ
ン
デ
で
は
“
カ
ザ

マ
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会
”
が
行
わ

れ
、
二
四
〇
人
の
選
手
が
参
加
し

て
タ
イ
ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

ゲ
レ
ン
デ
に
は
ま
だ
雪
が
た
っ
ぷ

り
あ
っ
て
長
い
コ
ー
ス
設
定
が
出

来
て
お
り
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
思

い
っ
き
り
滑
べ
れ
た
事
と
思
い
ま

よ
。　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
前
の
広
場

で
は
、
十
時
半
頃
か
ら
ヂ
供
た
ち

に
人
気
の
あ
る
”
仮
面
ラ
で
ダ
ー

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
”
が
行
わ
れ
、

カ
ッ
コ
イ
イ
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の

活
躍
を
、
子
供
た
ち
は
無
中
に
な

っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
う
る
お
い
新
潟
の
関
係
で
今
回

初
め
て
行
わ
れ
た
「
お
に
ぎ
り
品

種
当
て
ク
イ
ズ
」
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
。
ア
キ
タ
コ
マ
チ
・

ア
キ
ヒ
カ
リ
の
四
種
類
で
作
ら
れ

た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
み
て
当
て

る
も
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
か

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

四
っ
全
部
当
て
る
人
も
あ
っ
て
主

催
者
を
驚
ろ
か
す
一
幕
も
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
す
っ
か
り
恒
例
と
な

っ
た
”
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
”

と
・
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会
〃
が
行

わ
れ
、
見
物
人
の
盛
ん
な
応
援
を

受
け
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

一
位
松
里
酒
の
み
会

二
位
　
天
水
越
深
山
会

三
位
　
若
島
会

▽
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会

一
位
ブ
ス
雪
椿

、
一
位
　
力
ー
ニ
バ
ル
チ
ー
ム

三
位
　
天
水
越
深
山
会

　
毎
年
の
事
で
す
が
”
味
の
名
店

街
”
は
大
変
な
人
気
で
、
け
ん
ち

ん
汁
、
あ
ん
ぼ
、
ち
ま
き
、
手
打

ち
そ
ば
な
ど
が
、
早
々
と
売
り
切

れ
と
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

⑫

匙拠
黒隅選～～

子供たちに人気のあったカメンライダーブラックショー

「おっかね～」と泣き出す子供もいましたよ。

響

蟻，宴、噸

◎トー

雑

カ
メ
ン
ラ
イ
ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
と
お
姉
さ
ん

磯・”、

　　　　　，
醸識

鋸
鴨
．

空
会

「しっとも飲まんねがな一」ストローに穴が

いているためです。接戦の酒一升早飲み大

』碧

薩亀耐

y松
〆．！1

＼

塞

初めて行われたおにぎり品種当てクイズ。

「これはうまい！コシヒカリだな」
でも本当はトドロキだよ。

－

噸
・
．
、

敦
、

加茂市からミス雪椿の3人がお訪れ、美

しい笑顔でお手伝いをしてくれました。
4つ全部当てる人もいて思わずビックリのクイズでし

た．賞品はコシヒカリの入ったミニ米俵でした。

⑭



l
O
斜
ー

甑証艦
、訂犠・

回
，

四
温
泉
ス
キ
ー
カ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
一
『

　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
な

㌦
　
繍

．
導
　
咄

　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
早

　
　
　
　
　
　
　
　
升

雛
薩
．

ノく

ノレ

寒
か
っ
た

　
今
回
で
七
回
目
と
な
る
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、
三

月
二
十
五
日
に
ミ
ス
雪
椿
な
ど
を

迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
二
’
卜
人

の
人
た
ち
が
カ
ー
ニ
バ
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
前
日
の
雨
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、

時
々
お
陽
様
が
顔
を
出
す
カ
ー
ニ

バ
ル
日
和
と
な
っ
た
こ
の
日
で
す

が
、
風
が
ち
ょ
っ
と
冷
た
く
て
咋

年
よ
り
少
し
出
足
が
鈍
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
で
も
十
時
を
過
ぎ

た
あ
た
り
か
ら
賑
わ
い
始
め
、
味

の
名
店
街
に
は
行
列
が
出
来
る
程

で
し
た
。

　
今
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
今
新

潟
県
が
進
め
て
い
る
米
の
消
費
拡

大
を
日
的
と
し
た
”
う
る
お
い
新

潟
農
業
宣
伝
事
業
”
の
協
賛
と
い

う
事
で
、
b
に
ぎ
か
品
種
当
て
大

会
や
、
加
茂
市
で
選
ば
れ
た
ミ
ス

雪
椿
の
三
人
の
お
嬢
さ
ん
方
が
来

町
し
て
花
を
添
え
る
な
ど
、
今
ま

で
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
カ
ー
二

で
も
楽
し
か
っ
た

バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
レ
ン
デ
で
は
“
カ
ザ

マ
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会
”
が
行
わ

れ
、
二
四
〇
人
の
選
手
が
参
加
し

て
タ
イ
ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

ゲ
レ
ン
デ
に
は
ま
だ
雪
が
た
っ
ぷ

り
あ
っ
て
長
い
コ
ー
ス
設
定
が
出

来
て
お
り
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
思

い
っ
き
り
滑
べ
れ
た
事
と
思
い
ま

よ
。　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
前
の
広
場

で
は
、
十
時
半
頃
か
ら
ヂ
供
た
ち

に
人
気
の
あ
る
”
仮
面
ラ
で
ダ
ー

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
”
が
行
わ
れ
、

カ
ッ
コ
イ
イ
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の

活
躍
を
、
子
供
た
ち
は
無
中
に
な

っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
う
る
お
い
新
潟
の
関
係
で
今
回

初
め
て
行
わ
れ
た
「
お
に
ぎ
り
品

種
当
て
ク
イ
ズ
」
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
。
ア
キ
タ
コ
マ
チ
・

ア
キ
ヒ
カ
リ
の
四
種
類
で
作
ら
れ

た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
み
て
当
て

る
も
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
か

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

四
っ
全
部
当
て
る
人
も
あ
っ
て
主

催
者
を
驚
ろ
か
す
一
幕
も
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
す
っ
か
り
恒
例
と
な

っ
た
”
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
”

と
・
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会
〃
が
行

わ
れ
、
見
物
人
の
盛
ん
な
応
援
を

受
け
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

一
位
松
里
酒
の
み
会

二
位
　
天
水
越
深
山
会

三
位
　
若
島
会

▽
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会

一
位
ブ
ス
雪
椿

、
一
位
　
力
ー
ニ
バ
ル
チ
ー
ム

三
位
　
天
水
越
深
山
会

　
毎
年
の
事
で
す
が
”
味
の
名
店

街
”
は
大
変
な
人
気
で
、
け
ん
ち

ん
汁
、
あ
ん
ぼ
、
ち
ま
き
、
手
打

ち
そ
ば
な
ど
が
、
早
々
と
売
り
切

れ
と
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

⑫

匙拠
黒隅選～～

子供たちに人気のあったカメンライダーブラックショー

「おっかね～」と泣き出す子供もいましたよ。

響

蟻，宴、噸

◎トー

雑

カ
メ
ン
ラ
イ
ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
と
お
姉
さ
ん

磯・”、

　　　　　，
醸識

鋸
鴨
．

空
会

「しっとも飲まんねがな一」ストローに穴が

いているためです。接戦の酒一升早飲み大

』碧

薩亀耐

y松
〆．！1

＼

塞

初めて行われたおにぎり品種当てクイズ。

「これはうまい！コシヒカリだな」
でも本当はトドロキだよ。

－

噸
・
．
、

敦
、

加茂市からミス雪椿の3人がお訪れ、美

しい笑顔でお手伝いをしてくれました。
4つ全部当てる人もいて思わずビックリのクイズでし

た．賞品はコシヒカリの入ったミニ米俵でした。

⑭
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松之山温泉クロスカントリースキー選手権大会

　
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
、

第
四
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
へ

四
月
十
五
日
の
口
曜
日
に
大
厳
寺

高
原
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
大

会
と
し
て
は
県
内
で
も
最
後
と
思

わ
れ
る
こ
の
大
会
、
昨
年
は
少
雪

の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
、
選
手
の
皆
さ
ん
を
ガ

ッ
カ
リ
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
も
昨

年
に
引
き
続
き
少
雪
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
な
ん
と
か
実
施
出
来
そ

う
で
す
の
で
、
多
く
の
方
か
ら
出

場
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
こ
の
大
会
は
小
学
生
五
年
生
以

上
の
方
を
対
象
に
行
わ
れ
、
学
年
・

年
齢
別
に
男
・
女
六
組
ず
つ
に
分

か
れ
て
タ
イ
ム
が
競
わ
れ
る
事
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
走
法
も
ク
ラ

シ
カ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
方
式
が
採
用

、
さ
れ
、
ス
ケ
ー
テ
ン
グ
は
禁
止
さ

㌔
3
　
’
・

れ
て
い
ま
す
。

　
走
る
距
離
は
三
キ
ロ
か
ら
一
〇

キ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
生
女

子
か
ら
順
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

開
会
式
は
九
時
一
〇
分
か
ら
、
競

技
は
十
時
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
か
ら
応
援
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
歩
く
ス
キ
ー
と
し
て
親
し
ま
れ
、

近
年
競
技
人
口
が
飛
躍
的
に
増
加

し
て
い
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
。
松
之
山
か
ら
も
全
国
大
会

で
活
躍
す
る
選
手
が
、
ど
ん
ど
ん

育
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
町
の
大
会
を
町
民

の
手
で
、
全
国
に
ま
で
知
れ
る
よ

う
な
も
の
に
育
て
ら
れ
た
ら
、
そ

れ
も
町
づ
く
り
の
一
つ
に
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
大
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
松
之
山
町
公
民
館
T
E
L

六
ー
二
二
六
五
番
へ
。

｛

短
　
歌

　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
・
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

民
宿
の
合
間
に
紙
を
漉
く
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
産
業
と
言
ひ
つ
も
稼
ぐ

い
び
つ
な
る
わ
が
心
臓
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
預
け
し
医
師
を
ま
ぶ
し
む

芽
ぶ
か
ん
と
木
々
が
水
吸
ひ
あ
げ
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
激
し
く
な
る
か
春
三
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
一

　
　
　
俳
　
句

少
雪
や
孫
の
手
を
ひ
き
彼
岸
参
り

．
花
粉
病
と
思
い
け
り
や
春
の
風
邪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

幾
十
年
桜
並
木
も
無
人
駅

雪
を
踏
む
程
に
降
っ
て
も
名
残
雪

　
　
　
　
　
よ
う
し
ゃ
　
　
　
　
ね
は
ん

転
勤
の
子
に
容
赦
な
く
浬
架
西
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂

（
栄
や
）

丸
山
ト
ミ
子
（
新
田
）

下
　
福
原
秋
静
子
（
せ
ぎ
）

地
肌
見
せ
ス
キ
ー
場
に
も
春
早
し

コ
i
卜
脱
ぎ
道
行
く
人
に
も
春
め
き
て

ふ
き
の
と
う
苦
み
を
盛
り
て
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

佐
藤
多
美
女
（
喜
七
）

／

第
二
次
大
戦
後
の

　
　
　
　
　
中
原
の
開
拓

　
終
戦
と
い
う
事
実
は
、
国
内
に

お
け
る
産
業
の
壊
滅
と
、
食
糧
難

を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
た
め
の
社

会
不
安
を
取
り
の
ぞ
く
こ
と
が
急

務
と
さ
れ
、
昭
和
二
〇
年
一
〇
月

九
日
幣
原
内
閣
が
成
立
し
、
重
要

国
策
と
し
て
「
緊
急
開
拓
事
業
実

施
要
領
」
が
二
月
九
日
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
開
拓
事
業
の
目
標
は
、

o
開
懇
一
五
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
干
拓
一
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
帰
農
一
〇
〇
万
戸

○
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
客
土

を
す
る
、
耕
地
整
理
を
す
る
、
畑

地
灌
概
を
実
施
し
て
二
一
〇
万
町

歩
を
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
計
画
に
よ
る
生
産
計
画
量

は
、
米
・
麦
・
い
も
・
雑
穀
等
で

米
に
換
算
し
て
二
一
〇
万
ト
ン
、

干
拓
に
関
し
て
は
米
三
〇
万
ト
ン

を
目
標
に
し
て
い
た
。
又
、
人
植

計
画
と
は
い
わ
ず
に
、
帰
農
計
画

と
い
い
、
専
ら
失
業
対
策
を
喧
点

と
し
て
い
た
．

　
現
今
の
農
業
状
況
と
比
較
す
る

と
、
当
時
の
苦
し
い
政
策
の
あ
と

が
し
の
ば
れ
る
。

　
用
地
の
取
得
、
入
植
者
の
選
定

な
ど
多
く
の
問
題
を
か
か
え
な
が

ら
、
建
設
事
業
は
進
め
ら
れ
た
。

お
お
む
ね
水
田
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
畑
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
区
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
国
営

事
業
と
し
て
施
工
し
た
。
開
拓
道

路
も
新
規
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
新

設
道
路
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
既
入

植
地
区
で
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

ヒ
で
延
長
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

路
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
国
の
補

助
で
行
っ
た
．

　
入
植
者
の
住
宅
建
築
、
飲
料
水

の
確
保
、
電
気
施
設
、
学
校
設
置

婦
人
ホ
ー
ム
設
置
等
、
関
係
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
旧
浦
田
村
の
中
原
の
開
拓
は
、

昭
和
一
二
年
度
県
農
業
会
に
委
託

し
て
着
工
し
た
。
面
積
四
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
は
も
と
民
有
地
、
開
懇
計

画
は
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
入
植
は

一
〇
戸
の
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の

計
画
は
、
当
時
の
浦
田
村
農
業
会

長
高
沢
寿
平
氏
と
同
会
職
員
久
保

田
達
司
氏
（
現
町
史
編
纂
室
長
）

等
が
中
心
と
な
っ
て
、
手
入
れ
の

ゆ
き
と
ど
か
な
い
民
有
地
の
開
懇

を
呼
び
か
け
た
の
が
、
き
っ
か
け

だ
っ
た
よ
う
だ
。

織

　
入
植
者
は
、
村
内
の
戦
争
犠
牲

失
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
か
ら

も
適
格
者
を
快
く
受
け
入
れ
て
、

当
時
と
し
て
は
当
を
得
た
発
足
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　
入
植
者
の
温
厚
で
着
実
な
人
格

と
農
業
会
の
無
理
な
要
求
も
な
く

事
業
は
着
々
と
実
を
結
ん
で
い
っ

た
。
　
昭
和
二
二
年
に
住
居
が
完
成
し
、

現在3戸になってしまった中原部落。しかし、立派な
畜舎も出来、意欲的な経営を進めています。（中原）

用
水
池
や
導
水
路
は
二
三
～
二
五

年
に
、
分
教
場
が
三
一
年
に
、
三

二
年
に
水
田
の
仕
上
げ
が
終
え
た
。

　
畑
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
豆
、
や
さ
い
等
で
他
の
開

拓
地
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
が
、
病

気
や
結
実
不
良
で
中
断
し
た
も
の

も
あ
る
。

　
家
畜
は
、
鶏
、
め
ん
羊
、
豚
、

和
牛
な
ど
が
入
っ
た
が
、
県
の
貸

付
め
ん
羊
で
昭
和
二
三
年
に
一
頭

で
毛
六
～
七
〇
〇
〇
円
（
米
価
一

俵
一
四
八
七
円
）
と
な
っ
た
が
長

続
き
し
な
か
っ
た
。

　
昭
和
三
八
年
頃
か
ら
桑
園
・
養

蚕
を
や
っ
た
が
時
代
の
波
に
流
さ

れ
た
。
地
元
農
協
の
あ
っ
せ
ん
し

た
肥
育
牛
は
軌
道
に
の
り
、
長
続

き
し
て
い
る
。

　
発
足
以
来
の
世
話
役
は
、

昭
和
二
一
～
二
二

〃
二
三
～
二
四

〃
二
五
～
四
二

〃
四
三
～

で
あ
る
。

飯
塚
栄
治
氏

　
〃
小
見
義
雄
氏

小
見
征
雄
氏

文
責
・
楡
井
　
章

●



ー
O
o
り
の
ー

●

大厳寺高原で開催4月15日

輪紬紬紬紬紬紬

第4回
脚脚脚w》『岬騨w

松之山温泉クロスカントリースキー選手権大会

　
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
、

第
四
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
へ

四
月
十
五
日
の
口
曜
日
に
大
厳
寺

高
原
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
大

会
と
し
て
は
県
内
で
も
最
後
と
思

わ
れ
る
こ
の
大
会
、
昨
年
は
少
雪

の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
、
選
手
の
皆
さ
ん
を
ガ

ッ
カ
リ
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
も
昨

年
に
引
き
続
き
少
雪
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
な
ん
と
か
実
施
出
来
そ

う
で
す
の
で
、
多
く
の
方
か
ら
出

場
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
こ
の
大
会
は
小
学
生
五
年
生
以

上
の
方
を
対
象
に
行
わ
れ
、
学
年
・

年
齢
別
に
男
・
女
六
組
ず
つ
に
分

か
れ
て
タ
イ
ム
が
競
わ
れ
る
事
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
走
法
も
ク
ラ

シ
カ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
方
式
が
採
用

、
さ
れ
、
ス
ケ
ー
テ
ン
グ
は
禁
止
さ

㌔
3
　
’
・

れ
て
い
ま
す
。

　
走
る
距
離
は
三
キ
ロ
か
ら
一
〇

キ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
生
女

子
か
ら
順
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

開
会
式
は
九
時
一
〇
分
か
ら
、
競

技
は
十
時
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
か
ら
応
援
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
歩
く
ス
キ
ー
と
し
て
親
し
ま
れ
、

近
年
競
技
人
口
が
飛
躍
的
に
増
加

し
て
い
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
。
松
之
山
か
ら
も
全
国
大
会

で
活
躍
す
る
選
手
が
、
ど
ん
ど
ん

育
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
町
の
大
会
を
町
民

の
手
で
、
全
国
に
ま
で
知
れ
る
よ

う
な
も
の
に
育
て
ら
れ
た
ら
、
そ

れ
も
町
づ
く
り
の
一
つ
に
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
大
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
松
之
山
町
公
民
館
T
E
L

六
ー
二
二
六
五
番
へ
。

｛

短
　
歌

　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
・
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

民
宿
の
合
間
に
紙
を
漉
く
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
産
業
と
言
ひ
つ
も
稼
ぐ

い
び
つ
な
る
わ
が
心
臓
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
預
け
し
医
師
を
ま
ぶ
し
む

芽
ぶ
か
ん
と
木
々
が
水
吸
ひ
あ
げ
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
激
し
く
な
る
か
春
三
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
一

　
　
　
俳
　
句

少
雪
や
孫
の
手
を
ひ
き
彼
岸
参
り

．
花
粉
病
と
思
い
け
り
や
春
の
風
邪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

幾
十
年
桜
並
木
も
無
人
駅

雪
を
踏
む
程
に
降
っ
て
も
名
残
雪

　
　
　
　
　
よ
う
し
ゃ
　
　
　
　
ね
は
ん

転
勤
の
子
に
容
赦
な
く
浬
架
西
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂

（
栄
や
）

丸
山
ト
ミ
子
（
新
田
）

下
　
福
原
秋
静
子
（
せ
ぎ
）

地
肌
見
せ
ス
キ
ー
場
に
も
春
早
し

コ
i
卜
脱
ぎ
道
行
く
人
に
も
春
め
き
て

ふ
き
の
と
う
苦
み
を
盛
り
て
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

佐
藤
多
美
女
（
喜
七
）

／

第
二
次
大
戦
後
の

　
　
　
　
　
中
原
の
開
拓

　
終
戦
と
い
う
事
実
は
、
国
内
に

お
け
る
産
業
の
壊
滅
と
、
食
糧
難

を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
た
め
の
社

会
不
安
を
取
り
の
ぞ
く
こ
と
が
急

務
と
さ
れ
、
昭
和
二
〇
年
一
〇
月

九
日
幣
原
内
閣
が
成
立
し
、
重
要

国
策
と
し
て
「
緊
急
開
拓
事
業
実

施
要
領
」
が
二
月
九
日
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
開
拓
事
業
の
目
標
は
、

o
開
懇
一
五
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
干
拓
一
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
帰
農
一
〇
〇
万
戸

○
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
客
土

を
す
る
、
耕
地
整
理
を
す
る
、
畑

地
灌
概
を
実
施
し
て
二
一
〇
万
町

歩
を
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
計
画
に
よ
る
生
産
計
画
量

は
、
米
・
麦
・
い
も
・
雑
穀
等
で

米
に
換
算
し
て
二
一
〇
万
ト
ン
、

干
拓
に
関
し
て
は
米
三
〇
万
ト
ン

を
目
標
に
し
て
い
た
。
又
、
人
植

計
画
と
は
い
わ
ず
に
、
帰
農
計
画

と
い
い
、
専
ら
失
業
対
策
を
喧
点

と
し
て
い
た
．

　
現
今
の
農
業
状
況
と
比
較
す
る

と
、
当
時
の
苦
し
い
政
策
の
あ
と

が
し
の
ば
れ
る
。

　
用
地
の
取
得
、
入
植
者
の
選
定

な
ど
多
く
の
問
題
を
か
か
え
な
が

ら
、
建
設
事
業
は
進
め
ら
れ
た
。

お
お
む
ね
水
田
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
畑
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
区
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
国
営

事
業
と
し
て
施
工
し
た
。
開
拓
道

路
も
新
規
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
新

設
道
路
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
既
入

植
地
区
で
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

ヒ
で
延
長
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

路
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
国
の
補

助
で
行
っ
た
．

　
入
植
者
の
住
宅
建
築
、
飲
料
水

の
確
保
、
電
気
施
設
、
学
校
設
置

婦
人
ホ
ー
ム
設
置
等
、
関
係
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
旧
浦
田
村
の
中
原
の
開
拓
は
、

昭
和
一
二
年
度
県
農
業
会
に
委
託

し
て
着
工
し
た
。
面
積
四
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
は
も
と
民
有
地
、
開
懇
計

画
は
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
入
植
は

一
〇
戸
の
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の

計
画
は
、
当
時
の
浦
田
村
農
業
会

長
高
沢
寿
平
氏
と
同
会
職
員
久
保

田
達
司
氏
（
現
町
史
編
纂
室
長
）

等
が
中
心
と
な
っ
て
、
手
入
れ
の

ゆ
き
と
ど
か
な
い
民
有
地
の
開
懇

を
呼
び
か
け
た
の
が
、
き
っ
か
け

だ
っ
た
よ
う
だ
。

織

　
入
植
者
は
、
村
内
の
戦
争
犠
牲

失
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
か
ら

も
適
格
者
を
快
く
受
け
入
れ
て
、

当
時
と
し
て
は
当
を
得
た
発
足
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　
入
植
者
の
温
厚
で
着
実
な
人
格

と
農
業
会
の
無
理
な
要
求
も
な
く

事
業
は
着
々
と
実
を
結
ん
で
い
っ

た
。
　
昭
和
二
二
年
に
住
居
が
完
成
し
、

現在3戸になってしまった中原部落。しかし、立派な
畜舎も出来、意欲的な経営を進めています。（中原）

用
水
池
や
導
水
路
は
二
三
～
二
五

年
に
、
分
教
場
が
三
一
年
に
、
三

二
年
に
水
田
の
仕
上
げ
が
終
え
た
。

　
畑
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
豆
、
や
さ
い
等
で
他
の
開

拓
地
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
が
、
病

気
や
結
実
不
良
で
中
断
し
た
も
の

も
あ
る
。

　
家
畜
は
、
鶏
、
め
ん
羊
、
豚
、

和
牛
な
ど
が
入
っ
た
が
、
県
の
貸

付
め
ん
羊
で
昭
和
二
三
年
に
一
頭

で
毛
六
～
七
〇
〇
〇
円
（
米
価
一

俵
一
四
八
七
円
）
と
な
っ
た
が
長

続
き
し
な
か
っ
た
。

　
昭
和
三
八
年
頃
か
ら
桑
園
・
養

蚕
を
や
っ
た
が
時
代
の
波
に
流
さ

れ
た
。
地
元
農
協
の
あ
っ
せ
ん
し

た
肥
育
牛
は
軌
道
に
の
り
、
長
続

き
し
て
い
る
。

　
発
足
以
来
の
世
話
役
は
、

昭
和
二
一
～
二
二

〃
二
三
～
二
四

〃
二
五
～
四
二

〃
四
三
～

で
あ
る
。

飯
塚
栄
治
氏

　
〃
小
見
義
雄
氏

小
見
征
雄
氏

文
責
・
楡
井
　
章

●
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皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

体
協
の
賛
助
会
費
に
つ
い
て

　
私
は
十
年
位
前
に
会
員
に
な

り
、
会
費
を
納
入
し
て
以
来
、

毎
年
会
費
の
徴
収
に
部
落
の
役

員
が
廻
っ
て
来
ま
す
の
で
、
義

理
も
あ
っ
て
断
る
わ
け
に
も
い

か
ず
納
入
し
て
い
ま
す
。

　
年
老
い
て
も
、
運
動
や
体
育

が
大
切
な
事
は
わ
か
り
ま
す
が
、

部
落
・
地
区
・
町
の
運
動
会
な

ど
に
な
か
な
か
参
加
す
る
気
持

ち
に
な
れ
ま
せ
ん
。

　
私
も
元
気
な
う
ち
は
納
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
会
費
は
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
（
決
算
報
告
も

来
る
の
で
し
ょ
う
が
）
。
ま
た
、

各
地
区
ご
と
、
部
落
ご
と
の
比

較
的
公
平
な
徴
収
と
還
元
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
　
今
の
方

法
で
今
後
も
続
け
て
い
か
れ
る

の
か
、
当
局
に
お
た
ず
ね
い
た

し
ま
す
。
一
賛
助
会
員
（
六
十

　
一
賛
助
会
員
（
六
十
五
歳
）

町体協平成元年度収入支出状況

入

出

※特別賛助会員には「体協要覧」をお届けしてあります

　ので、収支の詳細は要覧をご覧下さい。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
！

　
　
　
あ

　
　
　
“
　
　
入

H
％

／32

％／

加
盟
団
体

収
　
入

　
　
法

勿
響
％

　
　
6

　
　
　
　
％

特
別
替
助
会
員
4
3

2％

　　千ll

2369
＼　　　　　，

支
6％

そ
の
他

霧
舞

町
補
助
金

49％

そ
の
位

　千円
2369

活
動

4％

県スポーツ
振興4％

熱陶

事業費78％
　　　　　助
　　　％η箆

婦人会コーナーが新設されました

　平成2年度から町婦人会の要望で「婦人会活動のお

知らせ・お願い」コーナーを設けることにしました。

　このコーナーでは婦人会活動のいろんな情報を載せ

て、町民の皆さんから活動について関心と協力をいた

だきたいと考えています。

◎第一弾のお知らせ

　初めての試み、

　平成2年度町婦人会代議員会が夜開催されます。

＊日時　4月18日ぱ）

　　　夜6時～9時
＊会場　自然休養村センター

＊内容　前年度活動・決算の報告

　　　新年度活動・予算の計画
※当日は、町教育委員長からの祝辞、社会教育係長か

　ら講話をいただいたりしたいと計画しております。
　お父さん、ご家族の皆さんのご協力をお願いいたします。

　代議員でない方も自由に参加していただいてけっこ
　うです。
　（町婦人会長・重野和子さんからのメッセージ）

　
町
体
育
協
会
特
別
賛
助
会
員
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
体
育
事
業

に
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
所
で
あ
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
お
た
ず
ね
の
件
で
す
が
、

表
に
示
し
た
よ
う
に
大
部
分
は
加

盟
団
体
（
地
区
体
協
6
、
専
門
部

n
）
へ
の
活
動
助
成
と
し
て
支
出

し
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
主
な
支
出
と
し
て
、
全
国

大
会
出
場
選
手
へ
の
助
成
と
「
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
へ
の
寄
附

（
今
回
で
終
り
）
、
「
町
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
」
へ
の
繰
入
れ
、
二
〇

万
円
（
毎
年
）
で
す
。

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、

現
在
二
四
〇
万
円
積
み
立
て
ら
れ

て
お
り
、
将
来
こ
の
基
金
を
も
と

に
選
手
の
育
成
を
図
り
た
い
と
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

、
ま
た
、
地
区
体
協
へ
は
、
特
別

賛
助
会
員
（
個
人
分
の
み
）
の
半

額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
集
め
て
い
た
だ

い
た
地
区
体
協
に
還
元
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
賛
助
会
費
は
町
体

協
、
地
区
体
協
に
と
っ
て
重
要
な

賢

活
動
費
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
は
地

区
間
の
バ
ラ
ン
ス
、
人
口
数
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
公
平
な
中
で
の

会
費
納
入
と
な
る
よ
う
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
町
体
協
設
立
一
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力

づ
く
り
活
動
を
通
じ
、
健
康
な
体

と
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
、
体

協
の
果
た
す
役
割
は
今
後
一
層
重

要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
以
上
の

事
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と

も
ご
協
力
願
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
町
体
協
事
務
局
）

　
　
　
　
　
／
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
’
－

（生年月日）

2・2・24
2・2・28

死亡年月日

2・3・8

2・3・14
2・3・23

おめだた（出生）
ま　あ　や

真亜矢ちゃん　佐藤　強さんの長女（天水越
彙稿ちゃん　　高橋　誠さんの長女（天水島

窃《鞄み（死亡）
久保田ヤイさん　85歳（曽根）っんね

佐藤　竹野さん　78歳（曽根）松屋

相沢　ミイさん　84歳（小谷）箱屋

※3月1日～31日までの届出分です。

慮躯鰯D鍔曹
融あ村崇》ρ

〆
‘
　
卜

入
塾
祝
い

に
，
誘
す
し
と

ヒ
ろ
・
・
つ磁

幽糧
繍諮

齋
ク
ラ
ス

筋
け
の
と
さ
は

い
つ
も

上
ク
ラ
ス

　
＋
こ
〃
　
　
ノ

　
の
》
♂

一

調
す
し
は
中
で

　
　
　
い
い
の
よ
’

癖
φ

‘
　
　
亀

有
段
を
め
ざ
し
て

●
’

●
●
●

●●
●
○

●
○

r

黒先白死（5手まで）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

4
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担
当
ま

で
、
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

3
月
号
の
答
え

正解者

　佐藤　　作さん（安塚警察所長）

　相沢　伸夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

黒
1
と
ホ
ウ
リ
込
む
の
が
正
解
。

白
2
と
広
げ
て
く
れ
ば
、
黒
3
と
オ
ク
の
が
急
所

O
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皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

体
協
の
賛
助
会
費
に
つ
い
て

　
私
は
十
年
位
前
に
会
員
に
な

り
、
会
費
を
納
入
し
て
以
来
、

毎
年
会
費
の
徴
収
に
部
落
の
役

員
が
廻
っ
て
来
ま
す
の
で
、
義

理
も
あ
っ
て
断
る
わ
け
に
も
い

か
ず
納
入
し
て
い
ま
す
。

　
年
老
い
て
も
、
運
動
や
体
育

が
大
切
な
事
は
わ
か
り
ま
す
が
、

部
落
・
地
区
・
町
の
運
動
会
な

ど
に
な
か
な
か
参
加
す
る
気
持

ち
に
な
れ
ま
せ
ん
。

　
私
も
元
気
な
う
ち
は
納
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
会
費
は
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
（
決
算
報
告
も

来
る
の
で
し
ょ
う
が
）
。
ま
た
、

各
地
区
ご
と
、
部
落
ご
と
の
比

較
的
公
平
な
徴
収
と
還
元
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
　
今
の
方

法
で
今
後
も
続
け
て
い
か
れ
る

の
か
、
当
局
に
お
た
ず
ね
い
た

し
ま
す
。
一
賛
助
会
員
（
六
十

　
一
賛
助
会
員
（
六
十
五
歳
）

町体協平成元年度収入支出状況

入

出

※特別賛助会員には「体協要覧」をお届けしてあります

　ので、収支の詳細は要覧をご覧下さい。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
！
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加
盟
団
体

収
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響
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特
別
替
助
会
員
4
3

2％

　　千ll

2369
＼　　　　　，

支
6％

そ
の
他

霧
舞

町
補
助
金

49％

そ
の
位

　千円
2369

活
動

4％

県スポーツ
振興4％

熱陶

事業費78％
　　　　　助
　　　％η箆

婦人会コーナーが新設されました

　平成2年度から町婦人会の要望で「婦人会活動のお

知らせ・お願い」コーナーを設けることにしました。

　このコーナーでは婦人会活動のいろんな情報を載せ

て、町民の皆さんから活動について関心と協力をいた

だきたいと考えています。

◎第一弾のお知らせ

　初めての試み、

　平成2年度町婦人会代議員会が夜開催されます。

＊日時　4月18日ぱ）

　　　夜6時～9時
＊会場　自然休養村センター

＊内容　前年度活動・決算の報告

　　　新年度活動・予算の計画
※当日は、町教育委員長からの祝辞、社会教育係長か

　ら講話をいただいたりしたいと計画しております。
　お父さん、ご家族の皆さんのご協力をお願いいたします。

　代議員でない方も自由に参加していただいてけっこ
　うです。
　（町婦人会長・重野和子さんからのメッセージ）

　
町
体
育
協
会
特
別
賛
助
会
員
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
体
育
事
業

に
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
所
で
あ
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
お
た
ず
ね
の
件
で
す
が
、

表
に
示
し
た
よ
う
に
大
部
分
は
加

盟
団
体
（
地
区
体
協
6
、
専
門
部

n
）
へ
の
活
動
助
成
と
し
て
支
出

し
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
主
な
支
出
と
し
て
、
全
国

大
会
出
場
選
手
へ
の
助
成
と
「
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
へ
の
寄
附

（
今
回
で
終
り
）
、
「
町
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
」
へ
の
繰
入
れ
、
二
〇

万
円
（
毎
年
）
で
す
。

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、

現
在
二
四
〇
万
円
積
み
立
て
ら
れ

て
お
り
、
将
来
こ
の
基
金
を
も
と

に
選
手
の
育
成
を
図
り
た
い
と
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

、
ま
た
、
地
区
体
協
へ
は
、
特
別

賛
助
会
員
（
個
人
分
の
み
）
の
半

額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
集
め
て
い
た
だ

い
た
地
区
体
協
に
還
元
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
賛
助
会
費
は
町
体

協
、
地
区
体
協
に
と
っ
て
重
要
な

賢

活
動
費
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
は
地

区
間
の
バ
ラ
ン
ス
、
人
口
数
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
公
平
な
中
で
の

会
費
納
入
と
な
る
よ
う
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
町
体
協
設
立
一
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力

づ
く
り
活
動
を
通
じ
、
健
康
な
体

と
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
、
体

協
の
果
た
す
役
割
は
今
後
一
層
重

要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
以
上
の

事
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と

も
ご
協
力
願
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
町
体
協
事
務
局
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（生年月日）

2・2・24
2・2・28

死亡年月日

2・3・8

2・3・14
2・3・23

おめだた（出生）
ま　あ　や

真亜矢ちゃん　佐藤　強さんの長女（天水越
彙稿ちゃん　　高橋　誠さんの長女（天水島

窃《鞄み（死亡）
久保田ヤイさん　85歳（曽根）っんね

佐藤　竹野さん　78歳（曽根）松屋

相沢　ミイさん　84歳（小谷）箱屋

※3月1日～31日までの届出分です。

慮躯鰯D鍔曹
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塾
祝
い

に
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誘
す
し
と

ヒ
ろ
・
・
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幽糧
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齋
ク
ラ
ス

筋
け
の
と
さ
は

い
つ
も

上
ク
ラ
ス

　
＋
こ
〃
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》
♂
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調
す
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は
中
で
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よ
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癖
φ
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有
段
を
め
ざ
し
て
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○
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r

黒先白死（5手まで）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

4
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担
当
ま

で
、
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

3
月
号
の
答
え

正解者

　佐藤　　作さん（安塚警察所長）

　相沢　伸夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

黒
1
と
ホ
ウ
リ
込
む
の
が
正
解
。

白
2
と
広
げ
て
く
れ
ば
、
黒
3
と
オ
ク
の
が
急
所

O
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▼
3
月
の
で
き
ご
と

2
日
　
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進

　
　
協
議
会

6
日
　
3
月
議
会
定
例
会
（
8
日

やまぎしななさん

　　　　　｛鰍タ

鯵塑一学

　　　　　うちゅうじん
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訟　町新の3園松農農里ノノ内任予月式之業業
・　各教定臨　山共委

15147
日日日

28
日

四
月
の
土
曜
閉
庁
　
十
四
日
・
二
十
八
日

○
出
生
．
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

松
之
山
・
浦
田
中
学
校
卒

業
式
部
落
総
代
会
（
セ
ン
タ
ー
）

例
月
出
納
監
査

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

町
内
各
小
学
校
卒
業
式

第
7
回
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
（
温
泉
ス
キ
ー
場
）

布
川
・
浦
田
保
育
所
卒
園

式豪
雪
体
験
学
習
（
東
京
の

子
供
た
ち
が
黒
倉
で
）

農
業
委
員
会
総
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

松
之
山
・
松
里
保
育
所
卒

園
式
3
月
臨
時
議
会

新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

町
内
各
小
学
校
入
学
式

〃
　
中
学
校
入
学
式

松
里
・
浦
田
保
育
所
入
園

式松
之
山
保
育
所
入
園
式

役
場
土
曜
閉
庁
日

第
4
回
松
之
山
温
泉
タ
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大

会
（
大
厳
寺
高
原
）

役
場
土
曜
閉
庁
日

　
　
　
　
　
編
集
後
型

役
場
の
窓
か
ら
見
え
る
山
々
に
は
、

白
い
所
が
本
当
に
少
な
く
な
っ
て
来

ま
し
た
。
よ
う
や
く
プ
ナ
の
芽
吹
き

も
始
ま
り
ま
し
た
。
残
雪
の
中
で
の

若
葉
の
緑
は
大
変
美
し
く
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
わ
せ
る

　
　
　
ひ
と
と
き

数
少
な
い
一
時
で
す
。
し
か
し
、
今

年
も
あ
ま
り
き
れ
い
な
新
緑
は
見
れ

な
い
よ
う
で
す
ね
。

　
．
平
成
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
年
度
町
で
は
色
々
な
新
し
い

事
業
を
計
画
し
、
予
算
化
し
て
お
り

ま
す
。
少
し
で
も
住
民
が
暮
ら
し
良

く
な
る
よ
う
に
、
町
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
一

年
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
㊨

四
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
七
六
（
▲
五
七
）

　
　
男
／
一
、
八
九
三
（
▲
三
〇
）

　
　
女
／
一
、
九
八
三
（
▲
二
七
）

世
帯
数
／
一
、
一
七
九
（
▲
　
九
）

一
（
）
内
は
三
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
四
月
号
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四
月
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日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
　
費
六
⊥
二
；
二

　
編
集
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事
務
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懸露騨4
月
7
日

松
之
山
保
育
園
で
入
園
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
布
川
地
区
の

園
児
た
ち
も
、
松
之
山
保
育

所
で
一
緒
に
過
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
不
安
そ
う
な

新
入
園
児
た
ち
。


